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巻頭図版 1

遺跡上空から尾鈴山系をのぞむ く南から)

写真中央が赤坂遺跡で､遺跡の北側は扇状地を挟んで尾鈴の山なみが横たわる｡



巻頭図版 2

遺跡からのぞむ国光原台地 (北西から)

遺跡は国光原台地の縁辺部に立地する｡

台地の縁を貫くような立地は､ちょうど船のように先端が小高くなっている｡



巻頭図版3

赤坂遺跡遠景 (西から)

写真左端が十文字扇状地で､国光原段丘面との比高差は25mを測る｡



巻頭図版4

赤坂遺跡全景 (真上から)

遺構の切 り合いは少ない｡調査区中央から延びる酷状遺構 (SE1)は等高線

に沿って緩やかに弧を描く｡



巻頭図版5

小高い丘の上に立地する周溝墓

調査区の北端を北西から傭撤するD 周溝墓を検出した小高い丘の上はやや平坦になっ

ており､この平坦面は段丘縁辺に沿って東に (写真では左に)延びていく｡



巻頭図版 6

焼失住居 (12号竪穴住居跡)炭化材検出状況 (北から)

平面形は方形を基調としたいわゆる花弁状住居である｡炭化材は住居中央部には

少なく､外周に沿って放射状に広がりを見せる｡

自然科学分析の結果から､この住居では垂木などの建築部材としてコナラ属クヌ

ギ節が多く使われていることがわかった｡



巻頭図版7

焼失住居 (17号竪穴住居跡)の炭化材と出土 した磨石

SA12と同じく炭化材は住居中央から放射状に広がるO自然科学分析の結果から､

材としてコナラ属クヌギ節の他クリやサカキが同定され､磨石に付着した赤色顔料

はベンガラと推定される｡



巻頭図版8

周満墓 (SM l)出土の長額壷

遺跡から出土した小型土器｡左上は瓢形土器.

赤坂遺跡出土弥生土器
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宮崎県教育委員会では､東九州自動車道 (都農～西都間)建設予定地にかかる

埋蔵文化財の発掘調査を平成11年度から実施してお ります｡本書は､その発掘

調査報告書です｡

児湯郡川南町所在の赤坂遺跡は､平成16年度に調査を行い､弥生時代後期後

半を中心とした遺構 ･遺物を多く確認 しました｡特に竪穴住居跡23軒のうち7

軒の焼失住居を検出したことから得られた成果と､県内では調査例の少ない周

構墓の調査は､当地域の歴史を探る上で貴重な資料になるものと考えられます｡

本書が学術資料としてだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで活用され､

また､埋蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ､地元の方々､

並びにご指導 ･ご助言を賜った先生方に､心からの謝意を表します｡

平成19年 3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 清 野 勉



例 言

1 本報告書は､東九州自動車道 (都農～西都間)建設に伴い､宮崎県埋蔵文化財センターが実施 した児堺

耶川南町所在の赤坂追跡の発掘調査報告書であるC

2 発掘調査は､日本道路公団の委託により宮崎県教育委員会が調査主体となり､宮崎県埋蔵文化財センター

が実施 した｡

なお､日本道路公団は平成17年10月 1日に分割民営化され､西日本高速道路株式会社となったが､本報

告書中では日本道路公団として記載する｡

3 現地での実測 ･写真撮影等の記録は､主に興栂慶一 ･松尾有年 ･小字都あずさが行い､発根作業員が一

郎補助 した.なお､調査期間中多くの埋蔵文化財センター職員が遺構実測 ･写真撮影に加わったO実測及

び根彫者は以下のとおりであるo

遺構実測/大山博志 ･金丸史絵 ･河野康男 ･黒木 修 ･丹 俊詞 ･長友久昭 ･森本征明 ･柳田晴子 ･

山田洋一郎 (五十音順)

写真撮影/阿部直人 ･竹田孝志

4 整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行ったC図面の作成､造物実測及び トレースは､整理作業員の

協力を得て興椙が担当した｡

また､造物実測及び トレースの一部は埋蔵文化財センターの藤木 聡と重留康宏が行い､フローテーショ

ンは藤木の協力を得て行った｡

5 本書で使用した遣物写真は興栂が糠影した0

6 次の業務はそれぞれ業者に委託 したC

水準点測出 ･グリッド杭設置等 ･-･･ 有限会社黒木測出設計コンサルタント

空中写真撮影 ･ 九州航空株式会社

自然科学分析 ･ --- 株式会社古環境研究所

石器実測 (一部)- =-- 国際航業株式会社

7 本書で使用した位置図は国土地理院発行の2万5千分の1図をもとに､追跡周辺地形図等は日本道路公

団宮崎工事事務所から提供の2千分の1図をもとに作成した0

8 本書で使用 した方位は座標北 (座標第Ⅱ系)と磁北であるQ磁北を用いた場合は rM.N.｣と表記 した｡

レベルは海抜絶対高である｡

9 土層断面及び土器の色調は､農林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色帖』による｡

10 本書で使用した遺構略号は以下のとおりである｡

SA=--竪穴住居跡 SB-=-掘立柱建物跡 SC-=-土坑 SE-=-櫓状遺構

sL･-･･周情状遺構 SM--周構基 SX-･-土器溜まり

11 挿図の縮尺は統一していないが､各図ともキャプションに縮尺を表示した.

12 本書の執筆 ･編集は興棺が担当した0

13 出土逸物､その他諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターに保管している｡
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第 Ⅰ章

第 1節 調査に至る経緯

赤坂遺跡は､宮崎県児吸郡川南町大字川南字山下

道上 ･兼国光に所在し､東九州自動車道建設に伴い

埋蔵文化財包蔵地として確認され調査した遺跡であ

る｡

兼九州自動車道 (門川～西都間59km)は､平成8

年12月､国土開発幹線自動車道建設審議会において

整備計画区間に決定した｡そのうち都戯～西都問25

knlについて､平成9年12月に建設大臣 (現国土交通

大臣)より日本道路公田へ施行命令が発令された｡

一方､県教育委員会では､整備区間決定後の平成10

年度に都農～西都間の路線上を対象とした詳細な分

布調査を行い､赤坂遺跡を含む79遺跡896,000r倒こ

及ぶ埋蔵文化財包蔵地の所在を確認した｡これを受

けて､平成11年度から日本道路公団九州支社と県教

育委員会は委託契約を締結し､用地買収の進捗に合

わせて､宮崎県埋蔵文化財センターが確認調査､本

調査並びに整理作業を実施している｡

赤坂遺跡は､確認調査を平成16年2月から3月に

かけて行い､竪穴住居跡や甑状遺構､弥生土器､須

恵器等が確認された｡このため､遺構 ･造物が分布

すると想定される16,700n引こついて､本調査が実

施されることとなった｡

本調査は平成16年6月 1日に着手した｡想定数を

大きく上回る数の遺構が検出されたうえ相次ぐ台風

の襲来が重なり､調査期間内での調整等には厳しい

ものがあったが､平成17年3月30日には全ての工程

を終了した｡

はじめに

追跡南端から北を

追跡中央から南を

追跡中央から北を

調査前の赤坂遺跡

- 1-



第 2節 調査の組織

赤坂遺跡の調査組織は､次のとおりである｡

調査主体 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

総 括

[平成16年度]

所 長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長兼普及資料課長

調査第一課長

主幹兼総務係長

調査第-係長

主幹兼調査第二係長

[平成17年度]

所 長

副所長兼調査第二課長兼普及資料課長

総務課長

調査第-課長

主幹兼総務係長

主幹兼調査第一係長

主幹兼調査第二係長

[平成18年度]

所 長

副所長

副所長兼調査第二課長

総務課長

調査第一課長

普及資料課長

主幹兼総務担当リーダー

主幹兼調査第-担当 リーダー

主幹兼調査第二担当 リーダー

一

博

夫

雄

史

範

重

淳

和

哲

富

恵

武

宗

園

薗

永

山

川

口

津

宮

大

岩

高

石
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-3-



第Ⅱ章

第 1節 地理的環境

遺跡の所在する宮崎県児湯郡川南町は､宮崎県中

部､宮崎平野北端に位置する｡東は日向灘に臨み､

南は小丸川の北岸で高鍋町と､北は名貫川を境に都
じ J,め ぎ

農町と接する｡町の北西部に位置する上面木山 (標

高1,040m)からは丘陵が派生し､その東盤から海

岸にかけて広がる洪概層段丘面が町域の大半を占め

ている｡

川南町の段丘面は､南から高城､川南､国光原､

唐瀬原と大きく4つに分かれる｡高城段丘面は東西

に細長く小丸川北岸の下流域に延び､川南段丘面は

日向i難と高城段丘面に挟まれた三角地帯に広がる｡

また､唐瀬原段丘面は町北西部の丘陵部に展開し､

これら3つの段丘面に囲まれるように国光原段丘面

が位置する｡沖積地は町の中央部を流れる平田川河

口部付近においてわずかに見られるのみである｡

赤坂遺跡は､国光原段丘面の北西縁辺部に位置し

ており､標高は81-86mを測る｡遺跡は､西から北

にかけて急斜面を擁し､その急斜面が段丘面の境界

をなす｡遺跡から段丘面を下ると､高城 ･唐瀬原 ･

国光原の各段丘面に囲まれた十文字扇状地が広がり､

遺跡との比高差は25mを測る｡

遺跡は北端部が最も高く､調査区の北端に立ち北

を指すと､眼下に扇状地を､その背後に尾鈴山系の

山並みを一望できるQ南側は国光原に向かって緩や

かに傾斜する｡

第 2節 歴史的環境

本速跡の周辺にも多くの遺跡が周知されているが､

近年の東九州自動車道関連追跡の発掘調査をはじめ､

これまで分からなかった周辺地域の詳細な様相が明

らかになりつつある｡以下､近隣の遺跡について時

代ごとに概観する｡

1 旧石器時代

姶良Tn火山灰屑下位から霧島イワオコシ層にか

遺跡の環境

けて石器群が出土した後牟田追跡が著名であるが､

その他にも持田中尾遺跡､虚空蔵免追跡､中ノ迫第

1･第2･第3遺跡､前ノ田村上第2遺跡などが近

隣に所在し調査されている0本遺跡に隣接する前ノ

田村上第2遺跡では､基部の挟りが明瞭な大型の剥

片尖頭器や基部加工を施したナイフ形石器等が出土

している｡

2 縄文時代

後牟田追跡､上ノ原追跡､赤石 ･天神本追跡､中

ノ迫第1･第2･第3遺跡､前ノ田村上第2追跡､

国光原遺跡､尾花坂上遺跡などがあげられるOその

多くが早期の追跡であるが､赤石 ･天神本遺跡では

草創期後半～末期と考えられる隆帯文 ･爪形文折衷

タイプの土器が出土しており､さらに後期～晩期の

竪穴住居跡及び土暑銅ミ確認されているD同様に､本

遺跡を挟んで隣接する前ノ田村上第2遺跡と国光原

遺跡でも隆帯文土器が出土している｡早期の集石遺

構を34基検出した尾花坂上遺跡では､晩期に相当す

る深鉢 ･浅鉢も出土している｡

3 弥生時代

赤坂遺跡周辺でも調査数が急増する｡中期の竪穴

住居跡を検出した尾花A追跡､中期末～後期初頭の

竪穴住居跡を検出した場牟田追跡､後期以降になる

と､把言田遺跡､上ノ原遺跡､前ノ田村上第 1･第

2追跡､国光原遺跡､湯牟田遺跡と近隣の追跡に限っ

てもその数は多い｡また､近年調査例が急増 した

｢焼失住居｣は木造跡と､炭化木製品を検出した現

牟田遺跡の他､尾花A遺跡､前ノ田村上第2追跡､

八幡第2追跡があげられる｡

4 古墳時代

大規模な古墳群が台地縁辺部に築造される｡本過

跡の周辺では､南西に川南古墳群､南東に持田古墳

群が所在する｡川南古墳群は､前方後円墳25基､方

墳 1基､円墳33基を擁し､小丸川流域の古墳群とし

ては最大規模の古墳群である｡高鍋町の持田古墳群

は､現状では前方後円墳9基､帆立貝式古墳 1基､

円墳75基を確認することができる｡一方､集落追跡

としては､尾花A追跡において140軒を超える竪穴
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住居跡 (平成18年 3月現在)を検出したことが特筆

される｡

5 古代

追跡周辺の調査例は激減する｡尾花A追跡におい

て一部の遺構が古代に相当する可能性があるものの､

本遺跡周辺の様相については不明なところが多い｡

6 中世

前ノ田村上第 1追跡で14世紀前半の四面庇付建物

跡や区画溝に囲まれた据立柱建物跡群が､また､湯

牟田追跡では12-14世紀代と思われる掘立柱建物跡

群､溝状遺構等が検出されている｡また､天正年間

の高城 ･耳川の合戦に関連する宗麟原供養塔は､本

遺跡から南東約 2kmに位置する｡

7 近代以降

明治41(1908)年､高鍋町大字持田 (現在は県立

農業大学校)に軍馬補充部高鍋支部が開設された｡

その時から第2次世界大戦後の旧軍用地解放に至る

まで､周辺地域は広い範歯にわたり放牧地等の軍用

地として使われていたoまた､旧西部一一八部隊跡

也 (現在は独立行政法人国立病院機構宮崎病院)に

は､高さ50mにも及ぶ巨大な給水塔が今もそびえて

いる.地域住民の方からの聞き取りによると､本追

跡一帯は戦時中に軍属を放牧 しており､南側には

｢戦車木舎｣があったということである｡本遺跡の

調査区内及び周辺には､｢陸軍所轄地｣と刻まれた

標柱が点在 しており､軍用地の境界が追跡内を通っ

ていたものと思われる｡

調査区内に点在する陸軍所轄地標柱

第2図 遺跡位置図と周辺地形図 (S- 1/3,000)
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第Ⅲ章 確認調査の概要

本追跡は､確認調査を平成16年2月 1日から同年

3月25日まで行ったQ調査前は､南側の平坦部が芝

畑で､北側の大半は竹や雑木が繁茂している状態だっ

た｡竹木が繁茂している部分には容易に進入できな

かったため､伐採及び粉砕を業者に委託 した｡

トレンチは計48か所設定し､迫構プランを検出し

た面で楓剛を止め､必要に応じて拡張した｡また､

追跡に按する路線上の一部についてもトレンチを設

定し掘り下げたが､表土中から石嫉 1点の出土にと

どまり､避横は確認できなかった｡

出土した遣物は遺構番号または トレンチ番号を付

して取り上げた｡ただし､土器が密集 して出土した

部分については取り上げを行わず､実測図にその位

置を記録した上で土嚢 ･コンパネ ･ビニールシー ト

等で遺物を保護し､本調査時の記録に備えたD遺構 ･

遺物の確認されなかった トレンチは､下層確認のた

め磯層に至るまで頼り下げた｡

確認調査の結果､遺構は竪穴住居跡3軒 ･周構状

迫柄 1基 ･構状遺構 1条 ･時期不明の土坑 2基を検

出し､遺物は弥生土器 (幾 ･高坪等)多数､石器

(石庖丁)､須恵器を確認したOよって､本遺跡は弥

生時代後期を中心として中世にまたがる迫構 ･造物

が主体であること､台地の縁辺部 (追跡の北側)に

行くほど遺構 ･遺物が密になることが想定された｡

また､遺跡の中に標柱 ｢陸軍所轄地｣が点在するこ

とから､旧陸軍に関する何らかの施設が存在するこ

とが予想された｡

なお､標柱に関連する資料を調査 したところ､遺

跡の中を旧陸軍用地の境界が通ることが判明した

(註 1)C標柱は不規則な配列であるが､各標柱を結

んだ東側が当時の陸軍用地であるO

遺構 ･遺物を確認した トレンチの概略は次のとお

りである｡

(註1) 宮崎県文凹センター所蔵 r児湯郡高鍋地方軍

都計画図｣(昭和19年)による｡第3図中の
●が標柱を確認した地点である｡

･第 1トレンチ :竪穴住居跡 2軒 (SAl･2)､

周輯状遺構 1基 (SL3)､弥生土器片

･第2トレンチ :弥生土器片

･第51-59トレンチ :弥生土器片

･第52トレンチ :石庖丁､須恵器 (束播系捜鉢)

･第53トレンチ :土坑2基

･第54トレンチ :竪穴住居跡 1軒 (sA4)

･第57トレンチ :構状遺構 (SEl)
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第3図 確認調査 トレンチ配置図(S-1/2,000)
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竹木伐採のよ うす

SA l検 出状況 (1T)

土層堆積状況 (204T)

トレンチ設定前

SA9検出状況 (516T)

確認調査時の赤坂遺跡
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第Ⅳ章 調査の方法と経過

第 1節 発掘調査の経過

赤坂遺跡は､本調査を平成16年 6月 1日から平成

17年 3月30日まで行った｡確認調査の状況から､弥

生時代後期を主体とし､中世にまたがる追跡である

ことが予想された｡

検出された遺構は54を計上するが､そのうち弥生

時代に相当する遺構の切り合いは周構墓と22号竪穴

住居跡の切り合いと､1号周情状遺構と21号竪穴住

居跡の切り合いの2例にとどまった｡

調査は竪穴住居跡から着手し､周構墓､周情状遺

構､掘立柱建物跡､紙状迫構と順次調査を進めたD

造物は､竪穴住居跡を中心に弥生土着的ミ多く出土し､

石器も少丘ながら出土したCまた､炭化材が残存す

る竪穴住居跡を7軒検出したO

平成17年 1月23日 (日)､現地説明会を開催した｡

説明会は､調査内容を地域住民に公開することによ

り郷土の歴史の一端に触れてもらい､埋蔵文化財に

対する認織と理解を一層深めてもらうという趣旨で

行った｡開催の広報にあたっては､地元の公民館 ･

住民の方にも多大な協力をいただき､当日は105名

の参加を得た｡

本追跡の調査を行った平成16年は､過去53年間の

うち､台風の上陸数10､接近数19とともに過去最高

を記録した年である｡また､例年にも増して夏は酷

暑､冬は強風の日が多く､作業環境は非常に厳しい

ものであった｡文字通り風雨を凌ぎながらの調査と

なった｡

第 2節 発掘調査の方法

調査区は国土座標に基づき10mXIOmのグリッド

を設定した｡遺構は検出順に個別の遺構番号を割り

当て､遺構から出土した造物にもその遺構番号を併

用した｡造構外の遣物はグリッド番号もしくはトレ

ンチ番号を付した｡出土造物のラベル表記は､追跡

名 ･遺構名 ･遺物番号 ･出土地点の順に記入するこ

とを基本とした｡この番号は､包含屑据削や遺構精

査などの現場発掘作業から､センターにおける整理

作業まで一貫して用いた｡

遺構精査は､重機による表土剥ぎの後､第Ⅱ層

(黒色土層)での避構検出を期して行った｡通常の

土色観療等に加えて､雨天後､地表面で乾燥度の違

いがあることに着目し､その相違を利用して遺構検

出を試みたが､乾燥度の違いと遺構プランとは必ず

しも一致しなかった｡結果的に､第Ⅱ層での確実な

遺構検出は困難と判断し､遣物が出土しない箇所は

そのまま第Ⅲ層 (アカホヤ屑)上面まで掘り下げ､

トレンチを拡張しながら遺構検出を行ったC

検出された遺構は､土層観察ベル トを設定しなが

ら精査を進め､埋土中の造物は床面付近のものを中

心に遺構実測図中に囲化して取り上げたほかは､遺

構一括遺物とした｡造構から検出した炭化材は､写

真撮影及び実測の後､一部について放射性炭素年代

測定､樹種同定もしくは植物珪酸体分析を株式会社

古環境研究所に委託した｡

フローテーションに用いる土壌試料のサンプリン

グは､竪穴住居跡は全遺構中13軒について住居床面

直上 ･住居内土坑 ･焼土付近を､周状状遺構は周櫓

床面直上を､周慌墓は主体部の全ての埋土と周情の

埋土下部をサンプリングした｡

遺構実測図は縮尺1/20を基本に記録し､平板ま

たは光波 トランシットを併用した｡写実記録は､大

判モノクローム､6×7版モノクローム ･リバーサ

ル､35mmモノクローム ･リバーサル ･カラー五色び

にデジタルカメラを併用し､適宜行った｡
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第 3節 整理作業及び報告書作成

本追跡の整理作業は､平成17年 1月5日から平成

17年8月10日まで東畦原整理作業棟 (新富町)で行

い､平成17年9月 1日から平成18年11月22日まで当

センター本館で行った｡東畦原整理作業棟で水洗及

び注記を､センター本館で接合､実測､ トレース､

フローテーション及び選別､遺物写真撮影並びに本

文執筆を行ったC

①水洗

豚毛ブラシを用いて水洗いした｡風化の著しい土

器は､水を使わずブラシで土を落とす程度とした｡

②注記

ラベル表記及び遺物台帳にしたがい､｢追:跡名 ･

遺構名 ･造物番号 ･出土地点｣を注記 したO小型の

遺物は､｢遺構名 ･造物番号｣を最優先に注記した｡

現地説明会のようす

注記困難な極小造物は未注記であるが､注記内容を

表示した袋またはケースに収納した｡一括資料は遣

物番号や出土地点を省略している｡

(注記例)｢アカサカSA3-11a層2｣

(赤坂追跡 3号竪穴住居跡 a区2屑出土の出物番号11番)

③接合

接着剤を用いて接合 した｡同一遺構-近接する遺

構-同一グリッド-その他の迫横の順に範囲を広げ

つつ期間は接合がみられなくなるまでとした (土器

の遺構間接合については18ページ参照)｡

なお､水洗から接合の過程で､作業と並行して､

土器表面に残る穀物 ･種子等の圧痕の抽出を肉眼観

察レベルで行った｡圧痕部分には ｢ア｣印シールを

貼 り､遺物実測の際に記録できるようにした｡

④遺物実測

接合後の遺物から約400点を選択し実測した｡土

着削ま手剃りを原則とし､複雑な文様等の割付には実

測機器 (マイブンスコープ)を併用した｡石器は一

部を業者に委託した他は､実測機器を用いて全てセ

ンターで実測した｡

⑤ トレース ･製図

委託した一部の石器の他は､すべてセンターで地

図を行った.避構及び委託分の石器はデジタル トレー

スを行い､その他の造物はロットリングペンを用い

て トレースしたO

(昏フローテーション (水洗浮遊選別法)

竪穴住居跡､周構墓､周溝状遺構から採取 した土

壌試料 (214.5kg)をもとに､食拡残倖及び微細遺

物の検出を主たる目的として行った｡採取土壌はセ

ンターで乾燥後水洗し､一次選別は肉眼による選別､

二次選別は実体顕微鏡による選別を行った｡二次選

別後の資料の-部について業者に分析を委託 したO

結果は第Ⅴ章第3節で詳述するC

⑦造物写真撮影

遺物写真は全てセンターの写場で撮影した｡撮影

には画像サイズ2560×1920ピクセルのデジタルカメ

ラを使用 した｡
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第Ⅴ章 調査の記録

第 1節 層序

遺跡の標高は現地表面が82m～86

m､遺構検出面が81.5m～85.8mで

ある｡調査区の北側は緩やかな丘陵

斜面に立地するため､遺構検出面は

南東に落ち､調査区内で最大4mの

比高差がある｡層厚は南に向かうほ

ど厚くなり､その多くは第Ⅲ屑 (輿

色二日胃)が残存しているが､所によっ

ては表土下が第Ⅲ層 (鬼界アカホヤ

火山灰層)という箇所も見受けられ

た｡

赤坂追跡の基本的な層序は､周辺

に見られる一般的な堆積状況とほぼ

同じであるが､調査の中心をなす第

II屑の堆租状況は削平等により必ず

しも安定していない｡よって､遺構

は本来の掘り込み面を失っていると

いう仮定のもと調査を進めた｡

赤坂遼跡の基本層序は次のとおり

である｡

第 Ⅰ層 表土

第Ⅱ屑 黒色土 (クロボク)

第Ⅲ層 鬼界アカホヤ火山灰屑

第Ⅳ屑 黒褐色土 (MBO)

第Ⅴ層 暗褐色土

第Ⅵ層 暗褐色土

第Ⅶ層 褐色土

第Ⅷ屑 赤禍色土

第Ⅸ層 明褐色土

第Ⅹ層 操屑
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第4図 遺構分布図及びグリッド配置図 (S- 1/1,500)
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2 周溝状遺構

赤坂遺跡では3基の周構状追捕を検出した｡

1号周溝状遺構 (sLl)(第8･37図 ･図版2･12)

調査区のほぼ中央兼端部で検出したが､周横の約

半分は調査区外に延び､全体を検出することができ

なかった｡21号竪穴住居跡 (SA21)に切られてい

る｡

周満は隅丸方形を呈するものと思われるが､SA

21に切られた部分と調査区外の形状が不明であるた

め断定できない｡あるいは調査区外に主体部が存在

する周構嘉であることも否定できないが､本稿では

周構状遺構として報告する｡

周慨は幅1.0m ･深さ0.3mを測り､一辺の長さ

は約5mと推定する｡断面形は逆台形を呈する｡周

構床面には弥生土器が多数出土した｡

出土遺物は幾日点､鉢3点､高坪2点を図化し掲

載した｡石器は出土していない｡

敏は口縁が ｢く｣字状に外反し､口唇部は面放さ

れ､底部が上げ底になっているものが多い｡

出土土器の重虫は10,350gであり､出土全量血

の88.5%を図化し掲載したO

2号周溝状遺構 (sL2)(第9･38図 ･図版 2･12)

調査区の北側､周拭墓の南側で検出したC平面プ

ランは隅丸方形であり､東西軸長3.0m､南北軸長3.

4m､周横の幅は0.6m､深さは0.2mである｡出土

進物は少なく､周酷埋土から壷2点と高坪2点が出

土したのみである｡

出土土器の重丑は1,530gであり､出土全重丑の

85.2%を図化し掲載した｡

3号周溝状遺構 (sL3)(第9･39-41図･図版2･13)

調査区の南側西端部で検出したD周牌の北西部分

は調査区外のため全容を把握できないが､残存する

南東部の平面形状から隅丸方形を基調とする周満状

遺構と推定する｡周潤の幅は1.4m､深さは0.3m

を測り､壁が垂直に落ちる長方形の断面である｡床

面から弥生土器が多数出土しており､その総重丑は

43kgを測るD北側の一辺では遺構検出面から床面に

至るまでまんべんなく遣物が出土しており､周溝埋

土も黒一色であることから短い時間で埋まったもの

と判断される｡

土器は出土全重丑の50.6%にあたる聾12点､壷

5点､鉢25点､高杯4点を図化し掲載したC

石器は磨石が 1点出土したのみである｡

0 50m

第 5囲 弥生時代遺構分布図 (S -1/2.000)
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3 竪穴住居跡

赤坂遺跡では23軒の竪穴住居跡を検出した｡追捕

番号は検出順に付したため､検出位召劉ま順不同であ

る｡

1号竪穴住居跡 (sAl)(第10図 ･図版3)

調査区の南端部に立地し､SL3とSA2に挟ま

れるように位置する｡平面形は南北に長い隅丸長方

形であり､主軸は南北方向で､4.4×3.3mである｡

住居に伴うと考えられる柱穴は床面で1基確認され

た｡検出面から床面までがわずか0.1m程度である

が､床面には住居構造物と思われる炭化材が良好に

残存しており､垂木と推定できるものの他､茅状の

炭化材も多く検出した｡自然科学分析の結果から､

茅状の炭化材はメダケ属ネザサ節であることが分かっ

た｡

･SAl出土造物 (第42図 ･図版14)

土器は聾が1点､壷が2点である｡出土土器の重

最は930gを測り､そのうち57%を図化 し掲載した｡

石器は石庖丁l点と敵石 1点が出土した｡

2号竪穴住居跡 (SA2)(第11図 ･図版3)

調査区の南端に立地し､SAlの東に位置する｡

平面形は正方形を基調とした花弁状住居であり､一･
辺に2箇所の間仕切りを持つ｡中央部は円形にやや

一段低くなっており､その円形を囲むように桂穴が

6基検出された｡方位に沿ってやや南北に長く､プ

ランは6.5×6.3mを測る｡壁はほぼ垂直に立ち上

がり､検出面から床面までの深さは0.4m､埋土は

1-4屑に分けられる｡

･SA2出上遺物 (第43匿い図版14)

89-95は全て床面出土の造物である｡追物虫は少

ないが､中央部の凹み南側に偏って出土した｡4点

出土した碧のうち､89には口綾部に線刻が施される｡

′J､型の土器が多いことにやや特異な印象を受ける｡

小型竜が2点､小型鉢が1点､高坪が1点､石庖丁

2点､砥石2点､敵石2点が出土したC

出土上器の重億は10,547gであり､そのうち55

%を図化し掲載した｡

3号竪穴住居跡 (SA3)(第10図 ･図版3)

調査区の南端部に立地し､SA2の北東に位置す

る｡平面形は隅丸方形であり､3.5×3.1mを測る｡

ピットは床面で3基検出したが､柱穴と推定できる

ピットは南側の2基である｡北側には炭化材が残存

しており､床面から壁に沿って立ち上がるように炭

化材を検出した｡垂木と思われる部位にシイ属また

はカキノキ属を用いている｡

壁はほぼ垂直に立ち上がり､検出面から床面まで

の深さは0.3mである｡埋土は1-5層に分けられ

る｡

･SA3出土造物 (第44図 ･図版15)

土器は蛮3点､壷1点､高杯 1点である｡石月別ま

磨石と砥石が1点ずつ出土した｡

出上土器の壷虫は1,557gであり､そのうち70.5

%を図化し掲載した｡

なお､SA3の出土造物については遺構掘削から

整理作業に至る作業上の都合で､注記はSA24とし

ている｡

4号竪穴住居跡 (sA4)(第12図 ･図版3)

調査区のほぼ中央部やや西側に立地し､SA12の

兼に位置する｡平面形は東西に長い長方形であり､

4×3.5mを測る｡柱穴は東西軸状に2基検出し､

炭化した柱も出土した｡樹種同定の結果､柱はコナ

ラ属コナラ節とアワブキ属の材が用いられ､その他

垂木と思われる炭化材が見られる｡それらの炭化材

は床面から5cmほど浮いた状態で出上した｡壁は北

側がほぼ垂直に立ち上がるが､その他の3辺はなだ

らかに立ち上がる｡検出面から床面までの深さは0.

2m､埋土は1-3屑に分けられる｡

･SA4出土造物 (第45図 ･図版15)

土器は襲2点､壷1点､鉢 1点､高坪3点が､石

器は砥石と磨石が1点ずつ出土した｡

出土土器の重量は2,910gで､そのうち23.4%を

図化し掲載した.
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5号竪穴住居跡 (sA5)(第12図 ･図版4)

調査区のほぼ中央部に位置し､SElに切られて

いる｡平面形は方形を基調とし､4×3.5mを測る｡

ビットは床面で5基検出したが､柱穴とするにはあ

まりに不安定な位置にあることから柱穴としては認

めがたいO東側の一部と北側から南西側にかけて､

壁際に幅8cm程度の細い借が検出されたb壁帯溝と

考えられ､遺構を一周 していたものと推測する｡

検出面から床面までの深さは0.3mであるC埋土

は1-5層に分けられる｡

ISA5出土避物 (第46図 ･図版16)

床面から出土した遺物は109-113及び328､329で

ある｡土器は饗4点､高坪 1点であるC石器は石庖

丁と磨石が1点ずつ出土した｡

出土土器の重虫は1,320gであり､そのうち43%

を図化し掲載した｡

6号竪穴住居跡 (SA6)(第13図 ･図版4)

調査区の北部斜面に立地し､SL2の蘭に位置す

る｡平面形は南西一北東に長軸を持つ長方形を基調

とし､北側角に半円形の張り出しを有する｡長軸

3.5×短軸2.6mを測るC ピットは床面で2基検出

したが柱穴としては認定Lがたい｡遺物は北東角と

南西角に集中して出土した｡

また､南西側の壁際に幅10C皿×長さ30cmにわたり

径 3-5ulnl程度の砂粒が密集する浅い凹みを検出し

た｡出土遺物の胎土の砂粒は径3m∬l以下が多いため､

凹みの砂粒の方が若干大きめではあるが､土着暴製作

に関わる混和剤と推定することもできるo

検出面から床面までの深さは､北側の深い所でも

0.2m､南側の浅い所で0.1mである｡埋土は 1-

4層に分けられる｡

･sA6出土遺物 (第47図 ･図版16)

床面から出土した造物は114-124及び330である｡

土器は蛮5点､壷5点､鉢 1点､高坪1点である｡

壷については器形が一致するものがなく､口縁部､

頚部､胴部ともそれぞれに形状が異なる0125の高

坪も､他の遺構から出土した高杯とは明らかに異な

る師部の形状を有する｡また､118の壷の胴部には

線刻が施されている｡

石器は砥石が 1点出土したのみである｡

出土土器の重量は13,371gであり､そのうち89.

5%を図化し掲載した｡

7号竪穴住居跡 (SAプ)(第13図 ･図版4)

調査区の中央部に位置する｡平面形は方形を基調

とし､3.6×3.4mを測る｡柱穴は検出できなかっ

た｡遺構の中央に焼土の広がる範囲があり､わずか

に炭化材が残存していた｡

検出面から床面までの深さは0,1-0,2mと浅く､

東～南側の壁はかろうじて立ち上がりが確認できる

程度であり､迫槽の上部の大半が失われているもの

と考えられる｡

ISA7出土造物 (第48図 ･図版16)

床面から出土した遺物は壷1点､高坪2点のみで

ある.石器は出土していない｡

出土土器の重畳はわずか156gであり､56.1%を

図化し掲載した.

8号竪穴住居跡 (SA8)(第14図 ･図版 5)

調査区の北西部､斜面から平坦面に変わる境馴こ

位置する｡平面形は南北にわずかに長い長方形を基

調とし､3.7×3.1mを測るO

検出面から床面までの深さは0.1-0.2mと浅く､

この遺構も上部の大半が失われているものと考えら

れる｡

ISA8出土遺物 (第49図 .図版16)

出土土着削ま輩6点､壷 1点､高杯 1点である｡石

器は台石が1点出土している｡

出土土器の重量は1,298gであり､74%を図化 し

掲載した｡

9号竪穴住居跡 (SAg)(第14図 ･図版 5)

調査区のほぼ中央部に位置し､SElがかすめる

ように北西を通る｡平面形は南北にわずかに長い長

方形を基調とし､3.5×3.1mを測る｡造物は床全

面にわたり散漫な状態で出土したo

検出面から床面までの深さは約0.2mと浅い｡
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･SA9出土遣物 (第50図 ･図版17)

出土土着削ま婆 1点､壷3点､鉢1点､高杯4点､

界台1点である｡139は口縁に沈線を施した後､円

形文 ･棒状文を貼り付けた高杯であり､装飾性があ

る.石暑削j:出土していない｡

出土土器の重畳は7,480gであり､そのうち43%

を図化 し掲載した｡

10号竪穴住居跡 (SAIO)(第15図 ･図版5)

調査区の北部､斜面から平坦面に変わる境目に位

置するO平面形は南北を長軸とする長方形を基調と

し､4.3×3.2mを削る｡南側の角に浅い槻り込み

があり住居の入り口等の機能を指摘できるが､その

位置が角に寄りすぎていることや､床面が特に硬化

してはいないことなどから疑問が残る.

掘り方は地形が平坦になる南側で消失しており避

構の残存状況は良くないが､比較的多量の遺物が出

土した｡

･SA10出土遣物 (第51･52匿い図版17)

出土土器は鶴16点､壷8点､鉢4点､高坪1点で

ある｡石器は磨製石蕨が1点､磨石が1点出土して

いる他､表面の滑らかな石英が床面から1点出土し

たO

出土土器の重虫は15,235gで､そのうち53%を

図化し掲載した｡

11号竪穴住居跡 (sAll)(第16図 ･図版5)

調査区の北西部､斜面から平坦面に変わる境目に

に位置する.平面形は不整な長方形を呈し､床面が

わずかに残存している状態で検出した.3.8mX2.

6mと推定する｡床面には炭化材が残存しており､

焼失住居と考えられる｡

･sAll出土遺物 (第53図 ･図版17)

出土土着削ま壷1点､鉢 1点､高坪2点である｡17

9は複合口縁壷の口綾部で､櫛描波状文の施文の後

棒状及び円形文を貼り付けている｡

石音別ま出土していない｡

出土土器の重丑はわずか725gであり､72%を図

化し掲載した｡

12号竪穴住居跡 (sA12)(第17･18図 ･図版5･6)

調査区の中央部西端に位置する大型の花弁状住居

である｡平面形は6.2×5.3mの正方形を基調とし､

5箇所の張り出しを有し､南辺の張り出しには中央

に間仕切りを持つO住居の北側 ･南側それぞれに3

基ずつの柱穴を､住居内に2箇所浅い土坑を配置す

る｡

SA12は床面全面にわたり炭化材が残存しており､

本追跡の焼失住居中､最も良好な状態で炭化材を検

出した｡住居中央から放射状に垂木が延びているこ

とがよく分かる焼失住居である.分析の結果から､

建築部材としてコナラ属 (コナラ節､クヌギ節)､

カキノキ属､アワブキ属が用いられており､垂木と

考えられる炭化材に被さるように検出された茅状の

炭化物はタケ亜科であることが分かった｡カキノキ

属等で組んだ垂木にタケ亜科の植物を被軍し住居を

構成していたことが指摘できるoその他､炭化材の

分析結果については第3節に詳述する｡

また､住居の壁と床面の間には浅い横が施され､

住居を一周しており､壁帯瑞と考えられる｡

ISA12出土造物 (第54･55匿い図版18)

出土土器は宅的ミ3点､壷が10点､鉢が9点､高杯

が4点であるOそのうち､186･191は壷の肩部小片

であるが､どちらも線刻を施しており絵画的な文様

を思わせる｡磐は底部が平底であるのに対し､鉢は

上げ底が多くなる｡

出土土器の重免は12,690gで､そのうち27%を

図化し掲赦した｡

石器は石庖丁が2点､砥石が2点､徹石が1点､

磨石が2点､台石が2点出土した｡

13号竪穴住居跡 (sA13)(第16図 ･図版 7)

調査区の中央部に位置するO平面形は隅丸正方形

を基調とし､3.5×3,3mを測る｡北側にわずかに

張り出しを有する｡

･sA13出土遺物 (第56図 ･図版17)

出土土器は餐5点､壷1点､高坪3点である｡21

0の饗は口唇部が面取りされわずかに中心が凹む｡2

11の壷は複合口縁壷で､口縁部に円形 ･棒状浮文を

施している｡
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石器は砥石が 1点出土したのみである｡南平で薄

く､他の遺構から出土した砥石と趣を異にする｡

出土土器の重畳は5,200gで､そのうち49%を図

化し掲載した｡

14号竪穴住居跡 (SA14)(第19図 ･図版 7)

調査区の中央部西端､SA12の南に位置する｡平

面形は方形を基調とし､3.1×3.0mを測る｡南東

隅にわずかに張り出しを有する｡壁に沿って連続す

る小穴と輝が検出された｡壁材を固定するための壁

帯情と考えられる｡

･sA14出土遣物 (第57怪卜 図版17)

出土遺物は饗が2点､石庖丁が2点 (うち1点は

未製品か)､台石 1点の5点のみである｡

出土土器の重虫は1,190gで､そのうち81%を図

化し掲載した｡

15号竪穴住居跡 (SA15)(第19図 ･図版7)

調査区の中央部やや蘭画に位置する.平面形は長

方形を基調とするが不整形で歪であるQ最も長い軸

をとれば3.2×2.41mを測る｡

･sA15出土遺物 (第58図 ･図版19)

出土造物のうち､殊に土器は特徴的である｡220

は瓢形土器である｡小型球形の胴部を2個連結し､

平底の底部を持つO口綾部は欠損しており形状は不

明だが､管見の及ぶところ県内では初めての出土で

ある｡221は蓋であるo蓋は本遺跡ではこの1点の

みの出土である.円盤状の蓋の外縁及び底面に横状

工具による情状の凹みを施し､底面外側にはススが

付着している｡その他､盤が12点出土しており､歪

んでいるものが多い｡

石暑削ま石斧が 1点､台石が2点出土したQ台石は

住居の南側の壁に立てかけられた状態で出土した｡

出土土器の重量は5,875gで､そのうち75%を図

化し掲載した｡

16号竪穴住居跡 (sA16)(第20図 ･図版 7)

調査区の中央に位置するC平面形は東西に長軸を

とる長方形を呈し､5.0×2.6mを測る｡遺構埋土

は10cm程度しか残存しておらず､本来の遺構の形状

を保っていないかもしれないが､仮に長軸を本来の

遺構の一辺とした場合､本遺跡では大きめの竪穴住

居跡ということになる｡南側の一辺をわずかに2号

土坑 (sc2)に切られる.

･sA16出土遺物 (第59図 ･図版20)

出土土器は索が3点､壷が2点､鉢が3点出土し

ており､石暑引ま出土していない｡237は複合口縁壷

の口綾部で櫛撒波状文を施している｡

出土土器の重氏は4,,175gで､そのうち53%を図

化し掲載した｡

17号竪穴住居跡 (sA17)(第21図 ･図版8)

調査区の南部に位置する｡平面形は4.5×4.4m

の方形を呈するC南北軸上に2基の柱穴を検出した｡

この竪穴住居跡も炭化材が良好に残存している｡S

A12と比べて炭化材は幅が太く上面が平らであった

ため､当初は住居に使われた板材が炭化したものと

想定していた｡最終的には丸材の上面が焼け残り､

火の回らなかった部分が腐食して消失したために上

面が平坦になったのだろうという推定に至った｡

ISA17出土造物 (第60図 ･lg版20)

出土土器は宅的ミ7点､壷が2点､高杯が1点であ

る｡243の複合口縁壷の頚部には斜格子文の突帯を

貼り付けており､244の複合口縁部には櫛描波状文

が施されている｡出土土器の重量は4,175gで､そ

のうち53%を図化し掲載した｡

石音別ま石庖丁が3点､敵石が1点､磨石が2点出

土した｡353の磨石にはベンガラと思われる赤色物

質が付着しており､その詳細については第3節で触

れたい｡

18号竪穴住居跡 (sA18)(第22図 ･図版8)

調査区中央よりやや南側の酉輔に位置する｡平面

形は正方形を基調とし､南西角は斜めに切れる｡プ

ランは3.2×3.1皿を測り､柱穴は検出していない｡

･SA18出土遺物 (第61図 ･図版21)

出土土器は饗が3点､轟が1点､高坪が2点であ

る｡出土土器のうち90%を図化し掲載 した｡

石音別ま台石が1点､石製晶として勾玉が2点出土

したC勾玉が出土したのはこのSA18のみである｡
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床面の土を全て採取し､フローテーションと同時に

微細遣物等の選別を試みたが､床面土壌からの追加

資料は見られなかった｡

19号竪穴住居跡 (SA19)(第22図 ･図版9)

調査区の北西部､斜面から平坦面に変わる境目に

位置する｡平面形は南北にわずかに長い長方形を基

調とし､3.7×3.1mを測る｡

検出面から床面までの深さは0.1-0.2mと浅く､

この遺構も上部の大半が失われているものと考えら

れる｡

･sA19出土遣物 (第68怪卜 図版21)

出土土器は鉢が4点､壷が1点､市坪が2点であ

る (297-303)｡ 石暑削ま出土していない｡

20号竪穴住居跡 (SA20)(第23図 ･図版9)

調査区の最西端に位置するO平面形は正方形を基

調とし､4.5×4.3mを測るD北東及び南東角にビッ

トを有しているが､西側の両角には検出していないD

住居中央部からやや南寄りに床面から掘り込まれた

土坑があり､台石､砥石､石庖丁､土器片がその中

から出土した｡

･SA20出土避物 (第63･64図 ･図版22)

出土土着削ま壷が1点､器台が1点､鉢が4点の他､

コップ形の土製品 (269)が出土した｡この土製晶

は手が付いていた痕跡があり､外形はビールジョッ

キのような形状だったと推定されるoしかし底部に

穿孔がありコップのような役割は果たせないCまた､

体部の厚さに比して底部は極端に薄くなっている｡

出土土器の重畳は4,575gで､そのうち61%を図

化し掲載した｡

石暑削ま磨製石鉄が1点､石庖Tが1点､砥石が3

点､踏石､磨石､台石が各 1点ずつ出土している｡

砥石は3点とも断面長方形であり､いずれも全面に

使用痕が見られる (363は2面欠損)｡

21号竪穴住居跡 (sA21)(第8図 ･図版9)

調査区の東端に位置し､遺構の大部分は調査区外

に所在する｡SLlを切り､調査可能であった部分

で判断すると､一辺が4.3mで北側に張り出しを持

つ方形の竪穴住居跡と推定されるO

･SA21出土造物 (第65図 ･図版22)

出土土器は聾が6点､壷が4点､鉢が2点､高坪

が1点､手軽土器が2点である｡

出土土器の重氏は5,290gで､そのうち67%を図

化し掲載した｡

石暑削ま石庖丁が1点出土したのみである.

22号竪穴住居跡 (SA22)(第23図 ･図版9)

調査区北端部の丘陵項部付近に立地する｡SM1

の周溝に切られており､SMlの真南に位置する｡

平面形は隅丸方形を呈し､3.5X3.5mを測る｡床

面中央部からわずかに炭化材を検出したo

･sA22出土避物 (第66図 ･図版23)

器種の判別が可能な出土造物は饗 1点､磨石 1点

にとどまる｡

23号竪穴住居跡 (SA23)(第24図)

調査区の北部東端に位置するoSMlの菓東にあ

たり､検出された遺構の中では周構墓に次いで高い

標高にある｡遺構の一部は調査区外に展開すると思

われるが､調査区内の部分も表土直下に床面が表れ

ていた状態であり､残存状況は極めて悪い｡平面形

は方形または長方形を基調とする｡

･sA23出土遺物 (第67図 ･図版23)

出土土器は感4点､壷2点､鉢1点､椀 1点､高

坪3点である｡290の壷は鞠部がほとんどなく､胴

部から直接口綾部に至る極短鞠である｡295の高坪

は杯部の屈曲部に連続する刻み目を施している｡石

暑削ま出土していない.

出土土器の重丑は3,130gで､そのうち49%を図

化し掲載した｡
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土器の遺構間接合について

弥生時代の竪穴住居跡は上述のとおり23軒を計上

するが､出土造物の接合作業により､異なる遺構か

ら出土した土器片の接合する例が7例見られた｡こ

れらの接合資料は遺構の同時性を示す可能性､もし

くは遺構間に何らかの関係があった可能性を示す資

料となり得るため一項を設け以下に示すb

なお､調査または作業中のエラー (ラベルの表記

ミス､水洗乾燥時や接合時の混同､注記ミス等)に

より別遺構として記録 してしまった可能性は検証す

ることができなかったが､少なくとも作業中に遺物

の混同がないように細心の注意を払ってきた｡

また､後世において情状遺構等 (検出しなかった

遺構を含む)に切られた結果造物が混入するなど､

同時性を確定しえない条件-の配慮は必要かと思う｡

①sA12+SA16

壷 1点 (188)頚部～底部において接合が見られ

た｡SA12の埋土中部の1点とSA16の床面3点の

接合である｡遣横間は約30m離れており､両遺構の

軸方向はほぼ一致する｡

②sA5+SA12

両追柿とも床面出土の小片1点ずつの接合である｡

器種は不明で同化していないO造機間は約15mで両

遺構の軸方向はほぼ一致する｡

(∋SA9+SA21

SA9は床面出土の小片､SA21は土層確認のト

レンチ出土の小片の接合である｡遺構間は約20mあ

り両遺構の軸方向は一致しないC器種は不明である｡

④sA9+SA17

いずれも埋土中部出土の1点ずつが接合した｡遺

構間は約90mの距離がある｡両遺構の軸方向は一致

しないD器種は不明であるO

⑤sA8+SAIO

要 (口縁部～頚部) 1点の接合が見られたoSA

8は埋土上部､SAIOは床面付近出土である｡追横

間は約20mあるが､等高線に沿って延びるSE4が

両遺構を切っていた可能性があるD

⑥SA8+SAll

高坪 1点 (裾部か)の接合が見られた｡両遺構と

も床面付近出土の′ト片である｡SA8が斜面上に立

地LSAllの上位にあるため､SA8からSAl1-

の流れ込みである可能性も否定できない.

⑦SA5+SA9

饗 1点､高坪 2点において接合が見られた｡SA

5は3点とも埋土上部出土の小片であり､SA9は

埋土中部～床面直上出土造物であるo遺構問は近接

しておりSElが両遺構を切るため､SElによる

造物の混入の可能性が高いcSElにより遺物が移

動したと仮定すると､元来SA9の造物であったも

のがSA5に混入したと捉えるのが妥当であり､S

Elの流路の方向はSA9-SA5 (北-南)とな

る｡

4 土器溜まり

1号土器溜まり (SXl)(第25図 ･図版10)

sA5とSA15を結んだ線のほぼ中央に位置する｡

遺構プランは確認できず､第Ⅲ屑上面に弥生土器が

密集している箇所を土器溜まり (SXl)とした｡

土器溜まりの箇所はわずかにくぼみが見られたが､

周辺の原地形にも見られる程度の浅いくぼみであり､

遺構プランを特定するには至らなかった｡

土器溜まりは第Ⅱ層の掘削中に現れ始めたため､

周辺を含めた遺構精査を慎壷に行い､土色観察､土

の固さ､乾燥度の違い等に注意したが､プランを特

定できなかったため記録後に一括で取り上げた｡

･sxl出土造物 (第69区l･図版23)

出土土器は杓子状土器 1点､壷 1点､聾 1点､鉢

2点である｡304は出土時点では柄の一部しか認識

できなかったが､小片を接合していったところほぼ

完形に近い形状まで復元できた｡

出土土器の重丑は1,903gで､そのうち98%を復

元､図化し掲載した｡

石器は石庖T l点と磨石 1点が出土した｡
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第6図 SM l実測図 (S- 1/160)

404 鉄抜
去休部床dd'(9嫡)成上山上.
礁 先 N-800-lV
放大足 6.03cm
放火岨 2_loam
山大JT7.0.70cm

皿 JR 7.8g

主体部土層注首己
①m租色土■やわらかいq柁尊がril･く赤村色紙知和ふくむ｡
◎料色土:しまりがなく[?.Iみ強い｡
③阻褐色土
④坦軸色上:hll'性粒を眉下命み.ややしまる｡
⑤にぷい山地色上:軟乱 上靴 ま月-でなく此出色粒を多くやむ｡
⑥糟粕也上:倣etでしまりがない.粘色の掩削粒を多く角む｡

⑦昭租色土:6府曲火だが和也純の浪人虻が打い.
@哨褐色土'7月より和也flJtを若干多く含み.ややしまる｡
⑨和色土:粘性が非1iiに強く固くしまる.枯土ブロックを含む｡

⑬艶色七:塁扱｡やや粘性がありわずかに糊色粒を含む｡
85.7m 由夫tt由色｣三:壁由｡粘性あり｡10別のは色抱は含まない｡

⑳弧粘也上.アカホヤ抱を多く含み軟らかい｡

⑳.T泡 土:ややしまり若干粘性あり｡アカホヤ粒を若T-含む｡

0 2m

9 5

第7図 SM l主体部実測図 (S-l/40)
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堰)黒褐色土

③鼎色土 ･

◎.Tt色 ヒ
⑤規栂色土
⑥鼎色土 ･

(丑.限色 I:
⑧娘色土 :
(9鼎色土 :

しまる｡
⑩鼎色土 :

軟質｡アカホヤ粒をわずかに含む｡
･燈色3crn大のブロック含む.焼上含む｡

1旭より固くしまる｡
1層より固くしまる｡曲柁色粒含む｡
:4脳より弟健也粒を多く含む｡固くしまる｡
sLlの流れ込みか｡
軟質｡粘性はない｡

色調は 7kjと同じだが､やや固くしまる｡
sLlに切られる土坑埋土｡ 7朋よりやや固く

2…大のアカホヤ粒を多く､2-3cm大のアカホヤ
ブロックを少蕊含む｡

第 8図 SLl･SA21実測図 (S-1/40)
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0 4m

①巣色土 :やわらかく粘性ない｡
②巣色土 :非常に聞くしまる｡

第9図 SL2 (S-1/80)･SL3 (S-1/40)実測図

- 21-
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第10図 SAl･SA3実測図 (S- 1/40)
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0 2m

~~~∈… -------ll--I---ll-ll-I---I___
土層注記

(か黒色土 :椿で押すと凹みができるほど軟らかくしまりがない.
(診黒褐色土 :1屑に比べ鼎みが払くやや しまる｡黄色細粒を疎に含み､径5ntm程度の炭化物が散漫に見られる｡

4屑の媛存する箇所 (ベッド状の床面)では石庖丁 ･踏石 ･土着紬ミ出土した｡4同のない中央部では下部に土

器が出土する｡
③暗褐色土 :やや粘性があり固くしまる｡色調はかなり明るく感 じる｡下部では径10m程度のアカホヤブロック

が散湖に見られる｡
(む黒褐色土 :径5-50mmのアカホヤブロックを多く含み固くしまる｡一部褐色粘質土のプロッタも見られる｡

第11図 SA2実測図 (S-1/50)
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(D艶色土 曜)熊袖色土 .アカホヤ粒多い ◎盟色土 :やや固くしまる ◎暗袖色土 :聞くしまる
(9照褐色上 @.EE呈色上 ･SEl埋上 ⑦黒褐色上 ･アカホヤ粒少冊含む｡桂穴痕の可根性 (卦果色

土 .しまりがない ⑨泊袖色土 :しまりなくもろい

-I--I~--.一一一ノーーT----一一___-
--一一一一1----------I----I-_-"

2

0舶色土 :軟らかい｡アカホヤ粒と炭化材を少血含む ②舶抱色土 :ややしま
る.アカホヤブロックが見られる (診鼎栂色上 ･1屑より軟らかくしまりがな

い｡アカホヤブロックをまばらに含む ◎鵜袖色土 :pltE穴痕｡軟らかく弟
褐色粒を含む ⑤黒褐色上 :固くしまる ⑥黒褐色上 ･しまりなく軟らかい

(∋触色土 ⑧娘舶色土 :p2蛙穴痕か｡ しまりない ⑨船舶色土 :黄褐色粒を
少爪含む



SA6

@(コ.
8 3.｡m I

1 2 3

一 一七≡ ≡ ≡ 壷 ≡≡≡童 ≡ ≡≡ ≡ 壷 丁

①2.tl袖色土 こアカホヤ粒少鬼含む ②Ai禍色土 :5mm大のアカホヤブロックをまばらに含む
③黒色上 :上質は1層に似るがやや粘性あり 庄)恩褐色上 アカホヤ粒を少壮含みやや旧くしまる

0 2m

LJJ6
.
L
B

819m

2

①.l.ti色土 :1-2mmのアカホヤ粒と炭化材をまばらに含む

②LP.褐色J::2､･3Tm大のアカホヤブロックと氾色土が舶 L:る｡やや聞くしまる｡l帖床か｡
③熱梱色土 :土雪空･色調とも2柄に似るがやや軟質.

第13図 SA6･SA7実測図 (S-1/40)
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①暗褐色土 ②灰出梅色土 .しま りがない｡ ③灰出梅色七 :土質は似るがアカホヤ粒をわずかに

含む 喧)灰赤褐色土 :軟 らかい｡旋土 6)黒褐色土 :しま りがなく軟 らかいD蛙穴の可縫性あ り

◎暗褐色土 .軟 らかくしまりがない｡後 世の出桃の可能性あり
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:/i-J二,I;I:--:: ::I-:::-:rrrrJ:III::::I)は焼土征BEI

2m

①輿色土 :軟らかく収入土がほとんど見られない
②巣色土 二色調は1屑と似るがやや聞くしまる｡I-2rnmのアカホヤ粒をまばらに含む｡地物は上部から下部までまんべんなく含む
③黒褐色土 :しまりがなく軟らかい｡アカホヤ粒を含む｡
項)黒褐色土 :やや固くしまり1-2cm大の抱色土 (焼土)ブロックを含む
6)黒褐色土 :軟らかくしまりがない

第15図 SAIO実測図 (S- 1/40)
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C中 も 中旬
飴

童:I--:霊-:-ii-
虚も 審｡.
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数字(41-43)は炭化材試料No.
は焼土範BEl

⊇§∵
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_____-----I--------,

田

川腹

掛

∵

(D黒色土 ②恩色土 ③恩褐色土 :アカホヤ粒少放含む 庄)黒褐色土 :EE]さはばらつく｡アカホヤブロッ
クあり ⑤鼎色土 :やや固くしまる｡5cm大のアカホヤブロックをまばらに含む

0 2m

①巣色土 ②黒色七 :1眉と比ペアカホヤ粒を含む ③黒褐色上 :やわらかくしまり
弱い｡アカホヤ粒を多く含む ④黒褐色土 :聞くしまりアカホヤ7'ロックが胞じる｡

第16図 SAll･SA13実測図 (S-1/40)
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0 3m

* m

I-I_-∴~ ~二

PI P2 P3 P4 P5 P6

1:.%色土(11ue7.5YR2/I)粒子細かくしまりのやや弱い屑｡
2:.W.色上(HuclOYR2/1)住居内 ヒ坑の埋上｡粒+細かくしまりのや

や弱い屑｡

3:jT.色土(HuelOYR2/I)粒子細かくしまりのやや弱い屑｡色調は2

屑より暗く感じる｡

4:娯色土(HueLOYR2/I)粒子細かくしまりのやや弱い札 ¢10-

20mmのアカホヤブロックを含む｡
5:洪色上(‖ueIOYRl.7/1)粒+細かくしまりのやや弓恥､層｡わずか

にアカホヤ粒を含み､¢4-5mmのJR化物と¢2-3rnmの焼土粒が

fJ長じる｡
6:i.ti褐色上(I1uclOYR2/2)粒+細かくしまりのやや強い屑｡¢

30mm以下のアカホヤブロックをわずかに含む｡

7:lLtt色七(HuelOYRユ.7/I)粒子細かくしまりはやや弱いがわずかに

班質な層｡

8:jA色土(HuelOYRl.7/I)粒子細物､くしまりのやや鹿い屑｡43rTlm

以下の/火tt化物をわずかに含む｡

･

･
,
･
,､

.'･,T

･
･
･･J
vi
,
:
?.;･
I
,..,:H
･1..,.
.

:
･

･''･
｢

1

1

J

:
I
,..i

.:..･1,T
tm･.I.･,
.･:=J
q
;:;(
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･zg

Cl

寸
L

St

9:!.t!他色土(HuolOYR2/2)粒子AIlかくしまりのやや強い臓.¢LTnrn根のアカホヤ粒と

炭化物を含む｡

10:鵜色土(Iluc7.5YR2/1)粒子細かくしまりのやや朗い屑｡¢2mm以下の炭化物が恥
じる｡
I1･鵜色上(Iluc7.5YRI_7/I)粒+細かくしまりのやや強い屑｡¢lrnm程のアカホヤ粒と

炭化物を含む｡

12,LXl色七(HuclOYR1.7/1)粒子細かくしまりのやや弱い屑｡¢5-10mm程の炭化物

がわずかに混じり､13mm以下の焼上粒を含む｡

13:鵜色七(‖uclOYR1.7/I)粒子細かくしまりのやや弱い屑｡

14,真性色土(Huc7.5YR2/1)粒子細かくしまりのやや粥い屑｡olrrLrn操の炭化物をわず

かに含む｡

15･.T%色土(IIucl0YR1.7/I)粒子細かくしまりのやや朗い屑｡¢2～3mrn程の炭化物を

わずかに含む｡

16:娘色土(‖uc7.5YR2/1)粒+細かくしまりのやや弱い屑｡らImm程のアカホヤ粒を

含む｡
17:よLl.色七(Huc7.5YRI.7/1)粒子細かくしまりのやや朗い屑.

18:無色上(lluc10YRl.7/1)粒 f細かくしまりのやや弱い屑｡62-3mm程のアカホヤ

粒をわずかに含む｡

19:よIl相色上(Hue10YR2/2)粒子細かくしまりのやや弱い屑｡壁際に多血のアカホヤ

粒を含む｡

20:紺色土(HuelOYfu 7/I)粒子細かくしまりややih汁､がわずかに硬質な屑｡○】Tnm

栓の炭化物をわずかに含む｡

21:出色七(Hucl0YR),7/I)粒子細かくしまりのやや強い屑｡¢2-3mmの炭化物を含

む｡

22:DLl.色 ヒ(HuclOYR2/I)粒子細かくしまりのやや弱い屑｡¢]mm程のアカホヤ粒をわ

ずかに含む｡

23:よu袖色土(HuelOYR2/2)粒子細かくしまりの強い軌 4'20-30mm税のアカホヤブ

ロックを多く含むdLIB床0

24:貼色七(llucLOYR2/1)住居内七坑のtFil!土｡土質は22屑に近似するがアカホヤ粒

は含まない｡

第17図 SA12実測図 (S- 1/60)
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51

※数字(44-60)は炭化材試料No.
0 3m

第18図 SA12炭化材検出状況実測図 (S-1/60)
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SA14

①;r出色七:ill.みが非常に幼く軟らかい｡しまりがなく疎｡②T.t!粘色七 :1人削こ似るが色調がやや明か ､｡
粘他がわずかにありきめ細かな土質｡③用.梅色土 :粘椎が少ない｡◎梅暗抱色 ヒ:粘他が少なくさらさら
している.明炎褐色粒をわずかに含む｡⑤褐色土 :非術に固くしまりアカホヤ轍を多く含む｡

0 2〔1

SA15

①よは色土 ②出色二ヒ:やや固くしまる｡③暗褐色二t:こアカホヤ粒を多く含む｡◎班色土 ⑤Lt!色土 .固
くしまり上器を若干含む｡

第19図 SA14･SA15実測図 (S-1/40)
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0 2m

1 39867

土層注記

①鵜色上
②娘袖色土
③果色土 :
◎恩色土 :
⑤鵜色土 :
(昏娘袖色上
⑦in･色土 :
⑧県袖色土
⑨黒褐色土
⑩]%色上 :

10
:lcm大のアカホヤブロックを含む｡
アカホヤ粒を含む｡
アカホヤ粒を含む｡
やや固くしまる｡

5cm大のアカホヤブロックを含む｡
:5cm大のアカホヤブロックを含む｡

上質は3屑に似るがアカホヤ粒は少ない｡

第20図 SA16･SC2実測図 (S-1/40)
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SA17

82.4nl

数字(61-69及び84)は炭化材試料No.｡
(358)はベンガラが付着した磨石｡

第21図 SA17遺構及び炭化材検出状況実測図 (S- 1/40)
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①黒色土 :やや固くしまる｡②黒色土 :1屑より固くしまる｡③黒褐色土 :アカ
ホヤ粒を多く含む｡①黒褐色土 :アカホヤブロックを含む｡⑤黒褐色土

0 2m

①脱色土 :軟らかくしまりがない｡粘性もない｡

第22区】 SA18･sA19実測図 (S-1/40)
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SA20

l帆 1 82_5m

4

①氾色土 :粘性なく軟質｡㊨,I.Ll.色土 :粘性なくやや聞くしまる｡◎nql<褐色上 .粘性なくやや固くしまる｡◎Ltと祖色土 :軟質でア
カホヤ粒を若干含む｡⑤暗褐色 ヒ.アカホヤ粒を含みl謝くしまる｡船体｡⑥脚 昏栂色上 .住居内上坑哩上 ｡粘性なくやや陶くし
まる.アカホヤ杓をわずかに含む｡(丑機暗褐色土 ･住居内土坑埋土｡色調は6柄に近似するが非'F;TにBlくしまる｡

0 2m

※数字(54-56)は炭化材試料No.

第23図 SA20･sA22実測図 (S-1/40)
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第24図 SA23実測図 (S-1/40)

⊂)

∠:〕

SXl

第25図 SXl実測図 (S-1/20)
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第 3節 自然科学分析

赤坂遺跡では下に掲げる自然科学分析を実施 したo()内は試料名であるO試料番号等の具体的な位置に

ついては遺構実測図中に示した.分析結果については本文中及び第 1表～第5表に示した0

1 放射性炭素年代測定 (炭化材)

2 樹種同定 (炭化材)

3 植物珪酸体分析 (炭化材)

4 種実同定 (フローテーションによる選別試料)

5 蛍光Ⅹ線分析 (磨石付着の赤色物質)

1 放射性炭素年代測定

1-1.試料と方法

測定法はAMS (加速器質虻分析法 :AcceleratorMassSpectrometry)を用い､前処理として酸 -アル

カリー酸洗浄を行い､石墨調整により調整したo

(1)Mc年代測定値

試料の■1'C/】2C比から､単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値.11Cの半減期は､国際的慣例

によりLibbyの5,568年を用いた｡
ヂルタ

(2) a 13C測定値

試料の測定‖C/L2C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)｡この値は標準物質 (PDB)の同位体

比からの千分偏差 (‰)で表す｡

(3)補正いIc年代値

∂ L3C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り､14C/I.lcの測定値に補正値を加えた上で算出した年代｡

試料の613C値を125(‰)に標準化することによって得られる年代である｡

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気甲■.C波度の変動を校正することにより算出した年代 (西暦)｡

calはcalibrationした年代値であることを示す.較正には､年代既知の樹木年輪の11Cの詳細な測定値､お

よびサンゴのU-Th年代とL.'C年代の比較により作成された校正曲線を使用したO
i'Yマ

暦年代の交点とは､補正14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味するo 1u (68%確率)と20

(95%確率)は､補正1-C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す｡ したがって､複数の交

点が表記される場合や､複数の1cr･20値が表記される場合もある｡
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- 交点 E= lo~(68%確率) 20~(95%確率)

笥㌘ 試料採取位置 補譜 代 備考 樹種同定
BCBCBCBCBCBCBCBCBCBCADADADADADADADADADADADADADADADAD

(年BP) PPI~つ "耳目王'I｣忙 10090 80 70 60 50 40 30 20 10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100110120130140150

第 1表 放射性炭素年代測定結果一覧表



測定結果

試料No. 測定No. 1-C年代 61ユC 補正1Jc年代 暦年代 (西暦)
(Beta-) (年BP) (‰) (年BP) (icf:68%確率,20-:95%確率)

59 201799 2030±40 -29.1 1960±40 交点 :GalAD50
1cr:GalAD10-80
2(∫:CalBC40-AD120

64 201800 1730±40 -13.0 1930±40 交点 :calAD70
10:CalAD40-110
2q :calBC10-AD140

1 201801 2000±40 -28.9 1940±40 交点 :GalAl)70
1cr:GalAD30-100
20･:GalBC30-AD130

53 201802 2040±40 -27.4 0バ｢±0002
0
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試料No. 測定No. 14C年代 6lac 補正トIc年代 暦年代 (西暦)
(Beta-) (年BP) (‰) (年BP) (1a:68%確率,2cr:95%確率)

33 212382 1990±40 -27.2 1950±40 交点 :GalAD60
1cr:GalAD20-90
2cr:GalBC40-AD130

34 212383 1980±40 -25.2 1980±40 交点 :GalAD30
1α:GalBC30.-AD70
20:CalBC50-AD100

38 212384 1950±40 -26.6 1920±40 交点 :GalAD80
lop:GalAD50-120
2cr:GalAD10-150

41 212385 1970±40 04±0491072 交点 :GalAD70
10-:GalA_D30-100
2α:GalBC30-AD130

43 212386 04±0691 04±029日リ372 交点 :GalAD80
1α:GalAD50.-120
2J:CalAD10-150

50 212387 04±0402 04±09910072 交点 :GalAD20
10･:GalBC40-AD60
2α:GalBC60～AD90

60 04±0002883212 04±

059118

2 交点 :Gal AD 60

lot:Gal A D 20- 90

2 cr:cal BC 40- AD 130

70 212389 04±0日UnU2
04±

0891072 交 点:Gal AD 30

1cr:Gal BC 30- AD 70

20･:Gal BC 50′- AD 100

72 212390 04±0∩ブ91
04±

0591472 交点 :Gal AD 60

10･:GalA上) 20-90

2 α :Gal BC 40-AD 130

22 212391 1950±40 0d
J

±

0291172
交 点 :Gal AD 80

1cr :Gal AD 50- 120
2 0- :Gal AD 10- 150

26 212392 1940士40 127.2 1900±40 交点 :calAD100
lα:GalAD70-130
2α:GalAD30.-220

30 212393 2020±40 -27.9 1970± 40 交 点:cal AD 40

1cr:cal BC 10.- AD 70

2cr:cal BC 50- AD 110

文献
Stuiveretal.(1998),INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration,Radiocarbon,40,p,1041-1083.
中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1-36.
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2 樹種同定

木材は､セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり､解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能で

ある｡木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから､比較的近隣の森林植生の推定が可能で

あり､遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる｡

2-1.試料

試料は､弥生時代後期とされる焼失住居跡および周満墓から出土した炭化材72点である｡試料の詳細を第

2表に示すCこれらは､年代測定に用いられたものと同一試料である0

2-2.方法

試料を割折して､炭化材の新鮮な横断面 (木口と同義)､放射断面 (柾目)､接線断面 (板目)の基本三断

面の切片を作製し､溶射顕微鏡によって50-1000倍で観察した｡同定は､解剖学的形質および現生標本との

対比によって行った0

2-3.結果

第2表に結果を示し､主要な分類群の顕微鏡写実 (p.48-50)を示すO以下に同定根拠となった特徴を記

す｡

コナラ属コナラ節 Quercussect.Prinus ブナ科 P.48

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が1-数列配列する環孔材である｡晩材部では蒋壁で角張った小道管

が火炎状に配列する｡早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で､

放射組織は平伏細胞からなるO接線断面 :放射組織は同性放射組織型で､単列のものと大型の広放射組織か

らなる複合放射組織である｡

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される｡コナラ属コナラ節には､カシワ､コナラ､ナラガシワ､

ミズナラがあり､北海道､本州､四国､九州に分布する｡落葉高木で､高さ15m､径60cmぐらいに達する｡

材は強靭で弾力に富み､建築材などに用いられるo

コナラ属クヌギ節 Quercussect.Aegilops ブナ科 P.48

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が1-数列配列する環孔材であるC晩材部では厚壁で丸い/ト道管が､

単独でおよそ放射方向に配列する｡早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する｡放射断面 :道管の穿

孔は単穿孔で､放射組織は平伏細胞からなる｡接線断面 :放射組織は同性放射組織型で､単列のものと大型

の広放射組織からなる複合放射組織である｡

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される｡コナラ属クヌギ節には､クヌギ､アベマキがあり､本州､

四国､九州に分布するD落葉の高木で､高さ15m､径60cmに達するC材は強靭で弾力に富み､器具､農具な

どに用いられる｡

カキノキ属 Diospyros カキノキ科 P.50

横断面 :中型から大型の道管が単独および2- 4個放射方向に複合 して散在する散孔材である｡道管の壁

は厚いC 軸方向柔細胞は周Bfl状および按線状に配列する｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で､放射組織は異
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性である｡接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1-2細胞幅である｡いずれの放射組織も高さがほぼ同

じで､層階状に配列する傾向を示す｡

以上の形質よりカキノキ属に同定される｡カキノキ属には､ トキワガキ､ヤマガキ､マメガキなどがあり､

本州 (西部)､四国､九J)州こ分布する｡落葉の高木で､通常高さ20m､径 1mぐらいに達する｡材は､建築､

器具などに用いられるO

ヤマモモ MyricarubraSieb.etZucc. ヤマモモ科 P.49

横断面 :小型で角張った道管が単独ないし2-3個複合して散在する散孔材である｡道管の径はゆるやか

に減少する｡放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で､階段は太く､数は3-10本ぐらいで

あるo放射組厳は異性である｡接線断面 :放射組織は異性放射組織型で､1-4細胞幅である｡

以上の形質よりヤマモモに同定される｡ヤマモモは本州 (房総半島南部､福井県以西)､四国､九州に分布

する｡常緑の高木で､高さ15m､径 1mに達する｡材は強靭で､器具､旋作などに用いられる｡

ハンノキ属ハンノキ飾 Alnussect.Gymnothyrsus カバノキ科 P.49

横断面 :小型で丸い道管が放射方向に連なる傾向をみせて散在する散孔材である｡放射断面 :道管の穿孔

は階段穿孔板からなる多孔穿孔で､階段の数は20-30本ぐらいである｡放射組織は同性で､すべて平伏細胞

からなる｡接線断面 :放射組織は同性放射組織型で単列のものと大型の集合状のものからなるO

以上の形質よりハンノキ属ハンノキ節に同定される｡ハンノキ属-ンノキ節は落葉の低木から高木である｡

材は器具､旋作､薪炭などに用いられる｡

クリ CastaneacrenataSieb.etZucc. ブナ科 p.49

楓折面 :年輪のはじめに大型の道管が数列配列する環孔材である｡晩材部では小道管が火炎状に配列する｡

早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少するO放射断面 :道管の穿孔は単穿孔であるO放射組織は平伏

細胞からなる｡接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である｡

以上の形質よりクリに同定されるDクリは北海道の西南部､本州､四国､九J)帖こ分布する｡落葉の高木で､

通常高さ20m､径40cmぐらいであるが､大きいものは高さ30m､径 2mに達する｡耐朽性強く､水湿によく

耐え､保存性の極めて高い材で､現在では建築､家具､器具､土木､船舶､彫刻､薪炭､椎茸ほだ木など広

く用いられる｡

ツブラジイ CastanopslscuspidataSchottky ブナ科 P.50

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である｡晩材部で小道管が火

炎状に配列する｡放射組織は単列のものと集合放射組織が存在する｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で､放

射組織は平伏細胞からなり､同性放射組織型である｡接線断面 :放射組織は同性放射組織型で､単列のもの

と集合放射組織が存在する｡

以上の形質よりツブラジイに同定されるOツブラジイは関東以南の本川､四国､九州に分布するC常緑の

高木で､高さ20m､径1.5mに達するC材は耐朽性､保存性低く､建築材などに用いられる.

シイ属 Castanopsis ブナ科

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である｡晩材部で小道管が火

炎状に配列する｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなる｡接線断面 :放射組織は単
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列の同性放射組織型のものが存在する｡

以上の形質よりシイ属に同定される｡シイ属は本州 (福島県､新潟県佐渡以南)､四国､九･)州こ分布する｡

常緑高木で､高さ20m､径1.5mに達する｡材は耐朽､保存性やや低く､建築､器具などに用いられる｡シイ

属にはスダジイとツブラジイがあり､集合放射組織の有無などで同定できるが､試料が小片で広範Eflの観察

が困難なことからシイ属の同定にとどめた｡

コナラ属アカガシ亜属 Quercussubgen.Cyclobalanopsis ブナ科

横断面 :中型から大型の道管が1-数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である｡道管

は単独で複合しない｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなるC接線断面 :放射組織

は同性放射組縦型で､単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である｡

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される｡コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ､イチイガシ､

アラカシ､シラカシなどがあり､本州､四国､九州に分布するo常緑高木で､高さ30m､径1.5m以上に達す

る｡材は里硬で強靭､弾力性強く耐湿性も高い｡特に農耕具に用いられる｡

クスノキ科 Lauraceae

横断面 :中型から小型の道管が単独および2-数個放射方向に複合して散在する散孔材である｡道管の周

囲を鞘状に軸方向柔細胞が取りBflんでいる.放射断面 :道管の穿孔は単穿孔のものが存在する｡放射組織は

ほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる｡接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1-3

細胞幅である｡上下の縁辺部のみ直立細胞である｡

以上の形質よりクスノキ科に同定される｡クスノキ科にはクスノキ､ヤプニッケイ､タブノキ､カゴノキ､

シロダモ属などがあり､道管径の大きさ､多孔穿孔および道管内壁のらせん肥厚の有無などで細分できるが､

本試料は炭化などで不明瞭な点が多いことから､クスノキ科の同定にとどめたCなお､道管径の大きさから

クスノキ以外のクスノキ科の樹種のいずれかであるO

サクラ属 Prunus バラ科

横断面 :小型で丸い道管が単独あるいは2-3個放射方向および斜め方向に複合して散在する散孔材であ

る｡道管の径は早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で道管の内

壁にはらせん肥厚が存在する｡放射組織は､同性に近い異性である｡接線断面 :放射組織は異性放射組縦型

で1-4細胞幅である｡

以上の形質よりサクラ属に同定される｡サクラ属には､ヤマザクラ､クワミズザクラ､シウリザクラ､ウ

メ､モモなどがあり､北海道､本州､四国､九州に分布するo落葉の高木または低木である｡

ネムノキ Albi7.ZiajulibrissinDurazz.マメ科

横断面 :年輪のはじめに大型で丸い道管が数列配列する環孔材である｡晩材部では､小道管が単独および

放射方向に数個複合し､木部柔組織が小道管を包み鞘状および翼状を示す｡早材から晩材にかけて道管の径

はゆるやかに減少する｡放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で､放射組織は同性である｡扱線断面 :放射組織は

同性放射組織型で1-3細胞幅である｡

以上の形質よりネムノキに同定される｡ネムノキは本州､四国､九州に分布する｡落葉高木で､通常高さ

10rn､径30cmであるが､大きいものは高さ20m､径40cmに達する｡材は耐朽､保存性は低く､建築､界具､

ろくろ､細工､下駄､薪炭などに用いられる｡
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モチノキ属 Ilex モチノキ科

横断面 :小型でやや角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材である.道管の

径はあまり変化しない｡放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で､階段の数は20-40ぐらい

であるC道管の内壁にはらせん肥厚が存在する.放射組織は平伏細胞と直立細胞からなる｡接線断面 :放射

組織は異性放射組織型で､直立細胞のみからなる単列のものと2-6細胞幅で上下の縁辺部の1- 3細胞高

が単列の多列のものからなる｡

以上の形質よりモチノキ属に同定される｡モチノキ属は常緑または落葉性の高木または低木で､モチノキ､

クロガネモチ､イヌツゲなどがあり､北海道､本州､四国､九州に分布する｡なおモチノキは常緑高木で高

さ15m､径50cmに達するCやや堅硬な材で､旋作､器具､彫刻などに用いられる｡

アワブキ属 Meliosma アワブキ科 P.48

横断面 :小型の道管が単独ないしその複合部に1- 2個の柔細胞を挟んで､2-4個放射方向にむかって

複合して散在する散孔材である｡放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で､階段の数は少な

く10本前後である｡放射組織は異性であるC接線断面 :放射組織は異性放射組織型で1-4細胞幅であるO

以上の形質よりアワプキ属に同定される.アワブキ属には､アワブキ､ヤマビワ､ミヤマホウソなどがあり､

本州､四国､九州に分布する｡落葉または常緑の小高木から高木である｡

サカキ CleyerajaponicaThumb.ツバキ科 P.50

横断面 :小型の道管が単独ないし2個複合して密に散在する散孔材である｡放射断面 :道管の穿孔は階段

穿孔板からなる多孔穿孔で､階段の数は多く60を越える｡放射組織は平伏細胞､方形細胞､直立細胞からな

る異性である｡接線断面 :放射組織は､異性放射糸臓 型で単列である｡

以上の形質よりサカキに同定されるCサカキは関東以西の本州､四国､九州､沖縄に分布する｡常緑高木

で､通常高さ8-10m､径20-30cmであるo材は強靭､堅硬で､建築､器具などに用いられる｡

ヒサカキ属 Eurya ツバキ科

横断面 :小型で角張った道管がほぼ単独で密に散在する散孔材である｡放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔

板からなる多孔穿孔で､階段の数は多く70を越えるO放射組織は平伏細胞､方形細胞､直立細胞からなるo

接線断面 :放射組織は､異性放射組織型で1- 3細胞幅で､多列部と比べて単列部が長い｡

以上の形質よりヒサカキ属に同定される｡ヒサカキ属にはヒサカキ､ハマヒサカキなどがあり､本州､四

国､九州､沖縄に分布する｡常緑の小高木で､通常高さ10m､径30cmである｡材は強さ中庸で､器具などに

用いられる｡

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科

横断面 :年輪のはじめに､やや小型で丸い道管がおもに2-4個放射方向に複合して散在する散孔材であ

る｡晩材部ではごく小型で角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合する｡道管の径は､早材部から

晩材部にかけてゆるやかに減少する｡軸方向柔細胞が､晩材部において接線状に配列する｡放射断面 :道管

の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で､階段の数は10本前後である｡放射組織は異性である｡接線断面 :

放射組織は異性放射組織型で1- 3細胞幅である｡

以上の形質よりエゴノキ属に同定される｡エゴノキ属には､エゴノキ､ハクウンボクなどがあり､北海道､

本州､四国､九J)州こ分布する｡落葉の小高木で､高さ10m､径30cnlであるC材は器具､旋作､薪炭などに用
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いられる｡

ガマズミ属 Viburnum スイカズラ科

横断面 :小型でやや角張った道管がほぼ単独で均一に散在する散孔材である.放射断面 :道管の穿孔は階

段穿孔板からなる多孔穿孔で､階段の数は数十本であるO接線断面 :放射組織は異性放射組織型で､ 1-10

個の直立細胞からなる単列のものと､ i-4細胞幅で細長い紡錘形の多列のものとからなるC

以上の形質よりガマズミ属に同定される｡ガマズミ属には､オオカメノキ､ガマズミ､ゴマキ､サンゴジュ

などがあり､本州､四国､九州に分布するC常緑ないL,落集の小高木から高木である｡

タケ亜科 Bambusoi･deae イネ科 p,58

横断面 :基本組織である柔細胞の中に並立維管束が不規則に分布する｡並立維管束は木部と師部からなり､

その周閑に維管束鞘が存在する｡放射断面及び接線断面 :柔細胞及び維管束､維管束鞘が樟軸方向に配列 し

ている｡

以上の形質よりイネ科の木本であるタケ亜科に同定される｡植物珪酸体分析では､当時の焼土などからメ

ダケ属 (メダケ節やネザサ節)が多良に検出されていることから､ここで出土したタケ亜科もメダケ属であ

る可能性が考えられる｡メダケ節のメダケは高さ7m､直径 3cmになり､建築用材や竹細工の材料などとし

て有用である0

2-4.所見

分析の結果､コナラ属クヌギ節19点､シイ属 9点､カキノキ属7点､コナラ属コナラ節6点､ツプラジイ

4点､サカキ4点､アワプキ属4点､ハンノキ属ハンノキ節 3点､ヤマモモ2点､クリ2点､コナラ属アカ

ガシ亜属2点､クスノキ科2点､サクラ属 1点､ネムノキ1点､モチノキ属 1点､ヒサカキ属 1点､エゴノ

キ属 1点､ガマズミ属 1点､タケ亜科 2点と同定された.

最も多く利用されているコナラ属クヌギ節の木材は弾性に富み､コナラ属コナラ節の木材も強靭で弾力に

富むが､シイ属 (ツプラジイを含む)の木材は耐久性､保存性が比較的低い｡コナラ属アカガシ亜属の木材

は極めて硬聖で､クリの木材は重厚で保存性が良い｡いずれも高木になる樹種であり､大材が得られ建築材

などに適している｡ヤマモモ､/､ンノキ属ハンノキ節､クスノキ科､サクラ属､ネムノキ､モチノキ属､ア

ワプキ属､サカキ､ヒサカキ属､カキノキ属､エゴノキ属､ガマズミ属も､高木もしくは小高木であり､比

較的大きな材が得られる｡タケ亜科はイネ科の大本であり､メダケ属は比較的温暖な地域に生育している｡

いずれの樹種も温帯下部もしくは温帯の照葉樹林内に分布する樹種であり､当時の遺跡周辺もしくは近隣

の地域で採取可能な樹種であったと考えられる｡なお､コナラ属のクヌギ節やコナラ節は二次林要素でもあ

る｡

文献

佐伯浩 ･原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,ド.20-48.

佐伯浩 ･原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の桝造,文永堂出版,p.49-100.
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試料No. 採取地点 部位･位置等 結果(学名/和名)

1 SM 1-1 主体部喫土2層 Me/iosITla アワプキ属

2 SA1-1 柱か

3 SAl-3 垂木

4 SA1-6 垂木

5 SA1-23 垂木

6 SA1-28 垂木

7 SA1-34 垂木に直行

8 SA1-35

9 SA1-40 壁に沿う材

10 SA1-53 桂か

11 SA1-65 垂木

12 SA1-67 染､桁

13 SA1-74 垂木 SA1-75と直交

1 4 SA1-75 垂木

15 SA1-82 牽木

16 SA1-98 柱か 径10cmあ り太め

17 SA1-100 梁､桁 (壁に沿う)

18 SA1-105 垂木

VibLIr･17um

Casla170PSis

Lauraceae

CosronopsiscuspidalaSchottky

QzlerCIISSLLbgen.CyC/Obalanopsis

Cosranopsis

QtJerCIISSect.PrI'nus

QzJerCIJS SeCLAegI/Ops

Q,JeJ･CIJ.YSect.Aegi/ops

A/nLISSeCI･Gymr70LJ7yri･u5･

A/nLISSect.Gym〝oti7yP･SuS

/IeLr

QuercIISSubgen.CyC/Oba/armpsis

Cosranopsis

QLIerCIISSectAegilops

Lauraceae

CasrollOPSI.S

ガマズミ鵬

シイ属

クスノキ科

ツプラジイ

コナラ属アカガシ並属

シイ属

コナラ崩コナラ飾

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

ハンノキ属ハンノキ飾

ハンノキ凧ハンノキ飾

モチノキ属

コナラ属アカガシ亜届

シイ属

コナラ崩クヌギ節

クスノキ科

シイ属

19 SA3-1 垂木か

20 SA3-5 垂木か

21 SA3-8 垂木か

22 SA3-9 垂木か

2 3 SA31)2 垂木か

2 4 SA3-15 垂木か

25 SA3-22 帝木か

26 SA3-25 垂木か

27 SA3-28 垂木か

28 SA3-33 垂木か

2 9 SA3-35 垂木か

30 SA3-39 垂木か

31 SA3-40 垂木か

32 SA3145 垂木か

CosronopsI's

CasEanop.i.is

Diospyros

DiospyI.05･

Diospyros

Diospyros

My77-carEJbraSieb.etZucc.

A/blZZiajzIIibl･L-ssin Durazz.

MyrlCarllbraSleb.etZucc.

CosTaFZOPSis

Cosronopsis

Diospyros

CaJ･ranOPSis

Caslanopsis

シイ属

シイ属

カキノキ凪

カキノキ属

カキノキ尻

カキノキ属

ヤマモモ

ネムノキ

ヤマモモ

シイ属

シイ戚

カキノキ属

シイ属

シイ属

3 3 SA4-Pl 桂(西側)

3 4 SA4-P2 桂(東側)

35 SA4-1 垂木

36 SA4-2 染､桁

37 SA4-4 桂か

38 SA4-5

39 SA4-6 薪水

40 SA4-7

QtJerCIISSect.Pr'imJS

Meh'osma

CasrarlOPSis

CasronopsLS

SO,/far

Pl･unuS

Casra〝eo cl･e〝alaSieb.elZucc.

AlnLLSSeCtLGymrlOI/7yrSZJS

コナラ属コナラ節

アワプキ属

シイ属

シイ属

エゴノキ凧

サクラ属

クリ

ハンノキ凪-ンノキ飾

41 SAl1-16

4 2 SAu-17

43 SAll-18

QtJerCIISSect.Aegi/ops

Que/･cl/SSectAegI/Ops

QIJe/･CIJSSect.Aegi/ops

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

4 4 SAL2-3 SAL2-6に直交

45 SAL2-6 SA12-3に直交

46 SA12-11 焼土上

47 SAL2-12

48 SAL2-13 垂木に直交

49 SA12-14 頚木

50 SA12-16 垂木に直交

51 SA12-19 壁に平行

52 SA12-20 垂木

53 SA12-24 垂木か

Quer･cIISSeCL'.Aegi/ops

QuercILSSect.Aegi/ops

Ot/el･CIJSSect.AegiJops

QLIerCtISSect.Prt'nus

QuerczJSSect.AegI/Ops

Eu/ya

QLJerCIISSeCLAegi/ops

Me/iosma

C/eyeraJaPOm'caThumb.

Que/'ctISSect.AegI/Ops
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コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ飾

コナラ属コナラ節

コナラ属クヌギ飾

ヒサカキ属

コナラ属クヌギ節

アワプキ属

サカキ

コナラ摘クヌギ飾



54 SA12-35 柱か

55 SA12-37

56 SA12-38 垂木

57 SA12-40 垂木

58 SA12-41 垂木

59 SA12-42 茅状 SA12-41を覆 う

60 SA12-44 垂木の下

QLLel.CIISSect.Aegilops

DJospyl-os

14e/iosmo

C/eyerojaponicaThumb,

Dl.oSPyl･OS

BarnbL]SOideae

Qtlel'Cl.ISSeCl･Aegilops

コナラ属クヌギ節

カキノキ純

アワプキ属

サカキ

カキノキ属

タケ唖科

コナラ属クヌギ飾

61 SA17-2

62 SA17-4 桂か

63 SA17-5

64 SAHL7 茅状

65 SA]7-18 茅状炭化材が乗る

66 SA17-29 SA17-30と直交

67 SAl/7-30 SA17-29と直交

68 SA17-32 垂木か

69 SA17-47

QLLel･CLISSect.AegI-lops

QIIel･CLISSect.Aegilops

QIIerCIJSSect.AegilopS
Bambusoideae

C/eyerojaponicaThumb.

C/eyerojoponI'caThumb.
CasJaneaCrena/aSiebetZucc,

QL/eJ･CllSSect,AegL-/ops

QllerCuSSect,AegL'lops

コナラ属クヌギ飾

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ飾

タケ亜科

サカキ

サカキ

クリ

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

70 SA22-3 垂木か Ql紹JでJ.JSSCCl.Pl･I'mlS コナラ属コナラ節

71 SA22-7 QILerC''SSect.PrL-nz'S コナラ属コナラ飾

72 SA22-11 薪水か QL'e'･C'JSSect.P'･L-n'JS コナラ属コナラ節

第2表 樹種同定結果

試料No. 採取地点 位置等 推定される給源植物 部位

73 SA1-5 SA1-6を跨ぐ

74 SA1-14

75 SA1-15 SAl14の上

76 SA1-17 SA1-14の下

77 SA1-18 SAユ 123を跨ぐ

78 SA1-19 SA1-18の下

79 SA1-43 SA1-35の下

80 SA1-Ll9

81 SA1-105

メダケ屈ネザサ節 茎部

ススキ属 茎部>集部

メダケ属ネザサ飾>ススキ凪 茎部

メダケ属ネザサ節

メダケ属ネザサ節

メダケ屈ネザサ節

メダケ属ネザサ節

不明

メダケ属ネザサ飾

茎部

基部

基部

基部

基部

茎部>薬部

82 SA3116 不明>ススキ捕 茎部

83 SA3-46 不明>メダケ凪ネザサ飾 基部

84 SA17-40 メダケ属ネザサ節 基部

第 3表 植物珪酸体分析結果(か (炭化物試料)
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コナラ属クヌギ節 (53)

コナラ属コナラ節 (47)

アワブキ属 ( 1)

:D.dml 舶 断面

樹種同定 炭化材断面①
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ヤマモモ (25)

:Q,h 放射柄ii :o_且l■ 地線断雨

;0.4具現 放射斬i

ハンノキ属ハンノキ節 く11)

:ロ.h 農村肝iii :札･lrI 措胡≡斬t貞

樹種同定 炭化材断面②
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カキノキ属 (58)

;0.4JⅡ 放射軌面

ツブラジイ (5)

:mJtM 曲射剛

:臥1ji 放軒桁両 :0.】Eq) 蟻毅師両

樹種同定 炭化材断面③
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3 植物珪酸体分析

植物珪酸体は､植物の細胞内に珪酸 (siO2) が蓄積したものであり､植物が枯れたあともガラス質の微化

石 (プラン ト･オパール)となって土壌中に半永久的に残っている｡植物珪酸体分析は､この微化石を遺跡

土壌などから検出して同定 ･定量する方法であり､イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生 ･

肯環境の推定などに応用されている (杉山,2000)a

赤坂遺跡における植物珪酸体分析は焼失住居跡を対象に行った｡土壌試料による分析を分析A､繊維状炭

化物による分析を分析Bと大別して以下に記す｡

(分析A)焼失住居跡採取の土壌試料による植物珪酸体分析

A-1.試料

分析試料は､弥生時代後期とされる焼失住居跡 (sA17)の焼土および黒色土から採取された計4点 (85-

88)であるc

A-2.分析法

植物珪酸体の抽出と定B･は､ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて､次の手順で行った｡

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 1gに対し直径約40〃mのガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.1mgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ･6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W･42KHz･10分間)による分散

5)沈底法による201上m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラー ト作成

7)検鏡 ･計数

同定は､400倍の偏光顕微鏡下で､おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った｡

計数は､ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った｡これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する｡

試料 1gあたりのガラスビーズ個数に､計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて､試料 1g

中の植物珪酸体個数を求めた｡

また､おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体

1個あたりの植物体乾塵､単位 :10-5g)をかけて､単位面積で屑厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した｡

これにより､各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができるOイネの換算係数

は2.94､ススキ属 (ススキ)は1.24､メダケ節は1.16､ネザサ節は0.48､チマキザサ節 ･チシマザサ節は0.7

5､ミヤコザサ節は0.30である (杉山,2000)｡タケ敢科については､植物体生産出の推定値から各分類群の

比率を求めた｡

A-3.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである.これらの分類群について定立を行い､

その結果を第3表② (P.53)に示した｡主要な分類群について顕微鏡写真を示す｡

〔イネ科〕

イネ､キビ族型､シバ属､ススキ属型 (おもにススキ属)､ウシクサ族A (チガヤ属など)
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〔イネ科一夕ケ亜科〕

メダケ節型 (メダケ属メダケ節 ･リュウキュクチク節､ヤダケ属)､ネザサ節型 (おもにメダケ属ネザサ節)､

チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節 ･チシマザサ節など)､ミヤコザサ節型 (ササ属 ミヤコザサ節など)､

未分類等

〔イネ科-その他〕

表皮毛起源､棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由来)､未分類等

〔樹木〕

その他

(2)植物珪酸体の検出状況

SA17住居跡の焼土 (85-87)および黒色土 (88)では､ネザサ節型が多量に検出され､ススキ属型やメ

ダケ節型も多く検出された｡また､キビ族型､ウシクサ族A､チマキザサ節型､ミヤコザサ節型､樹木 (そ

の他)も検出され､試料 1ではイネやシバ属も検出されたOイネの密度は700個/gと低い値であり､稲作跡の

検証や探査を行 う場合の判断基準としている5,000個/gを下回っている｡ススキ属型の密度は､炭化材の下

(85)では23,900個/gと高い値であり､黒色土 (88)の8,100個/gと比較 して約 3倍 となっている｡おもな分

類群の推定生産血によると､ネザサ節型およびメダケ節型が卓越 してお り､焼土ではススキ属型も多くなっ

ている｡

A-4.考察

弥生時代後期とされるSA17住居跡の焼土および黒色土の堆積当時は､メダケ属 (メダケ節やネザサ節)

などのタケ亜科を主体として､ススキ属やチガヤ属なども見 られるイネ科植生であったと考えられ､遺跡周

辺には何らかの樹木 (落葉樹)が生育 していたと推定される｡また､周辺では稲作が行われてお り､そこか

ら何 らかの形で住居内にイネの植物珪酸体が混入 したと考えられる｡なお､シイ属､イスノキ属､アカガシ

亜属などの照楽樹に由来する植物珪酸体が認められないことから､追跡周辺にはこれらの照集樹林は分布 し

ていなかった可能性が考えられる｡

焼土のうち､炭化材の下 (85)ではススキ属が特に多く検出されたC比較試料 (迫構外の自然堆積層など)

の検討が行われていないことから確定的なことは言えないが､ここではススキ属の茎葉 (いわゆるカヤ)が

建築材や屋根材､敷物､燃料など何らかの形で利用されていた可能性が考えられる｡また､樹種同定では､

SA12およびSA17の炭化材でタケ亜科が確認されていることから､追跡周辺に豊富に存在 したメダケ属な

どの竹笹類が､建築材や屋根材､燃料などとして盛んに利用されていたことが想定される｡

焼土と黒色土の比較では､植物珪酸体の組成や藍に特に明瞭な差異は認められなかった｡このことから､

両者は給源がまったく異なるものではなく､おおむね同様の堆積環境下で形成された土壌に由来すると考え

られる｡焼土とされる土壌については不明な点が多いことから､被熱の有無も含めてさらに詳しい検討が必

要と思われる｡

文献

杉山F､7-二 (1987)タケ亜科植物の機動細胞珪酸体.rJB'士竹類植物園報告,第31号.p.70183.

杉山真二 (1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史.第四紀研究.38(2),p.109-123.

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プラント･オパール).考古学と植物学.同成社,p,189-213.

藤原宏志 (1976)プラント･オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定員分析法-.

考古学と自然科学,9,p.15-29,

藤原宏志 ･杉山lT･二 (1984)プラント･オパール分析法の基礎的研究(5)-プラント･オパール分析による水田地の

探査-.考古学と自然科学,17,p.73-85.
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検出密度 (単位 :xlOO個/ど)

地点 ･試料 SA17

分類群 学名 85 86 87

イネ科

イネ

キビ族型

シバ属

ススキ属型

ウシクサ族A

タケ亜科

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

未分類等

Gramineae(Grasses)

OJyZaSaliva

Paniceaetype

Zoysla

MiscanEhustype

AndropogoneaeAtype

Bambusoideae(Bamboo)

PLez'obLarLzJSSect.Nipponocalamus

PLeLobLas血ssect.Neza5a

Sas･asect.Sasactc.

SasasectCrassinodi

Others

その他のイネ科 others

表皮毛起源 Huskhairorlgln

棒状珪酸体 Rod-shaped

未分類等 Others

樹木起源 Arboreal

その他 0thers

植物珪酸体総数 Total

7

1

3

CO
O1

2

8

0

2

0

3

1

1

5

3

6

1

5

6

日H

7

4

7

9

4

1

3

1

2

4

5

7

9

1

5

5

5

8

3

り一

2

日リ

7

3

3

3

5

6

0

4

4

4

2

9

1

5

3

5

1

8

7

lH)
1

5

4

1

1

2

1

6

5

∩ム
7

5

9

7

2

4

2

8

1

14 15 22 15

643 1007 1019 1130

672 767 781 997

7 7 7

2957 3701 3491 4298

おもな分類群の推定生産丑 (単位 :kg/rrf･czn) :拭料の仮比重をl.0と伍定して算出

イネ OTyLMatfva 0.21

ススキ属型 MiscanLhustype 2･96

メダケ飾型 pleLobLasLzLSSect.Nipponocalamus 3.44

ネザサ節型 pleF'obLasnJSSect.Nczasa 4.20

チマキザサ節型 SLZSLZSeCt.Sasaetc. 0.16

ミヤコザサ節型 SasLZSee(.Crassinodi 0.02

l

1

3

6

8

0

1

0

0

1

1

4

6

0

0

4

0

4

3

3

3

1

3

3

1

1

3

4

0

0

0

3

8

1

5

9

0

6

1

1

1

2

5

0

0

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型 pLeiob/asLzJSSect.Nipponocalamus

ネザサ節型 p/eiobLas加 sect.NeZaSa

チマキザサ節型 Sosasect.Sasaetc.

ミヤコザサ節型 Sasasect.Crassinodi

0

8

1
2

4

5

9

5

4

2

3

5

5

1

1

2

2

7

4

4

2

0

4

5

チ ミ
マ ヤ
キ コ 米
ザ ザ 束 皮
サ サ 分 毛
帯 帝 現 息
型 型 等 蘭

:= = 一一一一コ
0 5

I H LH i一出世J( (Xl0-す /I)

0 5

i二 ∴ .L_コ i♯正史■■ (kddl･cL)

85･=炭化材の下の燐土｡ 86-炭化材の横の焼土｡

87･=炭化材の上の焼土｡ 88-87の横の黒色土｡

第3-1表 植物珪酸体分析緯黒く参 (土壌試料)
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ネAキ輔刊 87

ヰザ■サ匝型 85

キビ族型 86

AAキ帆型 85

JFケ豚畢 88

ミサコIIPサ矧型 86

植物珪酸体 (プラン ト･オパール)の顕微鏡写真
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(分析B)焼失住居跡採取の繊維状炭化物による植物珪酸体分析

B-1.試料

分析試料は､弥生時代の住居跡 (sAl､SA3､SA17)から採取された12点の繊維状炭化物である｡

試料の詳細を第3表(a (P.47)に示す｡

B-2.分析法

繊維状炭化物の形状や断面形態について､実体顕微鏡により観察を行ったC次に､試料を電気炉灰化法

(550℃ ･6時間)によって灰化し､オイキットで封入 してプレパラー トを作成した｡検鏡は偏光較微鏡を用

いて100-400倍の倍率で行った｡なお､灰化物の内部を調べるために､灰像組織の一部を破壊して観察を行っ

た｡

B-3.結果および考察

実体顕微鏡による観察の結果､73､75､76､77､78､79､81､83､84の炭化物では､次のようなタケ亜科

Bambusoideaeの特徴が認められた｡横断面 :基本組織である柔細胞の中に並立維管束が不規則に分布する｡

並立維管束は木部と師部からなり､その周囲に維管束鞘が存在する｡放射断面及び接線断面 :柔細胞及び維

管束､維管束鞘が梓軸方向に配列しているC

灰像の観察でも､これらの試料ではイネ科植物の茎部や集鞘に由来する組織片が確認された｡茎部や薬鞘

に由来する植物珪酸体や灰像組織の研究は､これまであまり行われていないことから確実な同定は困難であ

るが､ここで検出されたものはメダケ属 (メダケ節やネザサ節)などのタケ亜科の茎部に類似しているOな

お､機動細胞や短細胞が配列する細胞組織がほとんど認められないことから､繊維状炭化物は茎部のみで構

成されていると考えられる｡また､炭化物に付着していたと考えられるネザサ節の植物珪酸体が多量に検出

されることから､タケ亜科のうちメダケ属ネザサ節に由来する可能性が高いと考えられる｡

74の炭化物では､灰像の観察では機動細胞や短細胞が配列する細胞組織は確認できなかったが､ススキ属

の植物珪酸体が多i正に認められることから､ススキ属の茎部に由来する可能性が高いと考えられる.なお､

75や82でもススキ属の植物珪酸体が多く認められることから､ススキ属の茎部が混在 している可能性が考え

られる｡

以上のことから､赤坂追跡で出土した弥生時代の住居跡では､メダケ属ネザサ節の基部や枝およびススキ

属などのイネ科植物が､屋根材などの建築材として盛んに利用されていたと考えられる｡
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赤坂遺跡から出土した ｢繊維状｣炭化物
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灰像および植物珪酸体の顕微鏡写真
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59(タケ亜科)

:0.血d 放射師

78(メダケ属ネザサ節)

ネザサ茎部の炭化標本

I:仇2h 舶 新車

76(メダケ属ネザサ節)

ネザサ茎部の炭化標本

繊維状炭化物およびネザサ茎部 (炭化標本)顕微鏡写真
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4 種実同定

植物の種子や果実は比校的強靭なものが多く､堆横物や遺構内に残存している場合がある｡堆種物などか

ら種実を検出し､その種類や構成を調べることで､過去の植生や栽培植物を明らかにすることができる｡

4-1.試料

試料は､弥生時代後期とされる周構墓 (S…I)､周溝状迫構 (SLl､SL2､SL3)､竪穴住居跡 (SA18)か

ら選別採取された炭化種実である｡

4-2.万位

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し､形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行ったO結果は同

定レベルによって科､属､種の階級で示した｡

4-3.結果

(1)分類群

分析の結果､樹木 2､草本 5の計6分類群が同定された｡学名､和名および粒数を第4表に示 し､主要な

分類群を挿入図版10(P.61)に示す.以下に同定根拠となる形態的特徴を記載する｡

〔樹木〕

カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. 種子片 ミカン科

黒色で楕円形を呈し､側面に長く深い-そがある｡表面には大きい網目模様がある｡

サンショウ属 Zanthozylum 種子片 ミカン科

黒色で楕円形を呈し､側面に-そがあるがここでは見られない｡表面には網目模様があるが破片のため属

レベルの同定にとどめた｡

〔草木〕

イネ oryza sativa L. 果実 イネ科

炭化 しているため黒色であるC長楕円形を呈し､腔の部分がくぼむ.表面には数本の筋が走る｡破片で表

面模様があまり観察できないものは､イネ?とした｡

アワ Setarla ltallca Beauv. 果実 イネ科

黒褐色で楕円形を呈す.表面には横方向の微細な隆起がある｡膳の部分がくぼむ｡

カヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

黒褐色で倒卵形を呈し､断面は両凸レンズ形である｡破片で表面模様があまり観察できないものは､カヤ

ツリグサ科?とした｡

キンバイザサ Curculigo orchioides Gaertn. 種子 キンバイザサ科

漆黒で卵形体や楕円体を呈し､基部の片側から釣状の太い突起がでる｡へそは突起の先端の内側にある｡

コキンバイザサ Ilypoxis aurea Lour. 種子 キンバイザサ科

暗灰褐色で広楕円体を呈し､粗面｡基部の片側に下方へ曲がる突起があり､へそはその先端部にある｡

(2)種実群集の特徴

1)SMl (No.1-No.14)

カラスザンショウ片2､サンショウ属片 1､カヤツリグサ科 1､キンバイザサ片 1､炭化物片521､炭化材

片 1が同定された｡

2)sL2 (No15-No.18)

アワ3､カヤツリグサ科 1､カヤツリグサ科?1､コキンバイザサ1､不明1､炭化物片474､石1が同定
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された0

3)SLl (Nolg)

イネ?1､炭化物10が同定された｡

4)sL3(No.20)

イネ 1､キンバイザサ 1が同定された0

5)SA18(No.21､7tTo.22)

不明2､炭化物12が同定された｡

6)sMl (No.23-No.26)

炭化物83が同定された｡

4-4.考薬

種実同定の結果､弥生時代後期とされる各避楢の試料では､イネ 1､イネ?1､アワ3､カヤツリグサ科

2､キンバイザサ2､コキンバイザサ 1､カラスザンショウ2､サンショウ属 1が同定された｡イネは弥生

時代以降に出土例の多い栽培植物である｡アワも弥生時代以降にイネとともに検出されるが､比政的希であ

る｡カヤツリグサ科､キンバイザサ､コキンバイザサは普通に山野に生育する｡カラスザンショウ､サンショ

ウ属は低地の二次林や集落周辺に生育するC

文献

笠原安夫 (1985)El本雑草図説,礎斑堂,494p.

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第 2巻生業,雄山閣 出版,p.1311139.

吉崎昌一 (1992)古代雑穀の検出.月刊考古学ジャーナルNo.355,ニューサイエンス社,p.2-14.
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学名 和名
部位 個数 備考

CyDCraCeae カヤツリグサ料 果実 1 炭化物片58

oorchioidesGaertn. *>パイ

巨憲15芹111.守
ヒ物片12

宏霊 霊 :a"on'hoidN Sicb･etZm ･ 力量三笠三品 二 琵蔓は
夷化物片3

二;:…三1-::-'
果実 3_ 炭化物片137

完化物片147

SelarioifalL.CaBeauv. アワ

unbo= ae ヌ 明

FJypoxisqureatour. コキンバイザサ 秤子
ヒ物片146

eraceae? カヤツリグサ

6 SL2

19 SL1 0/.搾aSaliva L.? イ
zasafitJaL. イ

uJJU curculigoorcht'oidesGaertn. キンバイザサ 種子 1

21 Unkr)own 不明 1 炭化物片6
22 Ŝ18 Unknown 不明 I 炭化物片6
23 炭化物片37

24 ShlJ 炭化 物 片21
25 1 炭化物片15

第4表 種実同定結果

lカラスサンショウ硝子 之イ車馬粟 n Tワ鼎誕 Jl アr)瓢乗

■- -LDnJ) - I.OTTLtl - 0_5rut.

5 カヤツLPグサ舟 薙 知 6 カヤツIIグ1卜拝見究 丁 キ1,J{イザサ個チ E: コキI/Jlイザサ旬子
-D.Lnq i.OFp -D.Ll叫

赤坂遺跡出土の炭化種実
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5 蛍光X線分析

物質にⅩ線を照射すると､その物質を構成している元素に固有のエネルギー (蛍光X線)が放出され､こ

の蛍光Ⅹ線を分光して波長と強度を測定することで､物質に含まれる元素の種類と藍を調べることができる.

5-1.試料

分析試料は､弥生時代後期とされる竪穴住居跡 (SA17)から出土した赤色顔料が付着した磨石 (358･巻頭

図版 7)である｡同試料では､赤色部と非赤色部の2箇所を測定して比披検討を行った｡

5-2.分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (日本電子㈱製,JSX3201)を用いて､元素の同定およびファンダメン

タルパ ラメータ法 (FP法) による定血分析 を行 った｡ 測定の条件 は､ 測定時間600秒､ 照射径

7.0…､電圧30kV､試料室内真空である｡

5-3.分析結果

第5表に各元素の定量分析結果 (wt%)と主な元素の検出状況を示 したCなお､測定結果は慣例により代

表的な酸化物名で表記している｡

5-4.考療

赤色顔料としては､一般的に水銀朱 (硫化水銀 :HgS)､ベンガラ (酸化第二鉄 :Fe203)､鉛丹 (酸化鉛 :

Pb301.)が知られている (市毛,1998,本町 1995)O蛍光X線分析では､水銀 (llg) ･イオウ (S)､鉄 (Fe)､

鉛 (Pb)の元素の検出状況から赤色顔料の種棟を推定することが可能である｡

分析の結果､赤色顔料付着部分では鉄 (Fe)の明瞭など-クが認められ､水銀 (Hg)や鉛 (Pb)は検出さ

れなかった｡鉄 (Fe203)の含最は7.1%を示 しており､非赤色部分の3.8%と比較 して1.9倍と明らかに高い

値である｡

以上の結果から､SA17から出土した磨石に付着した赤色顔料はベンガラと考えられる｡なお､地下水中な

どの鉄分が沈着した褐鉄鉱も同様の成分で構成されていることから､ベンガラのより確実な同定のためには

X線回折による結晶構造の解析が必要である｡

文献

市毛 勲 (1998)新版朱の考古学.考古学選書.雄山閣出版

本田光子 (1995)古墳時代の赤色顔料.考古学と自然科学.31･32,p.63-79.
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原子Nn 化学式 赤色部 非赤色部
ll Na20 2.39 2.51

12 MgO 0.60 0.72
13 A1203 16.29 14.64
14 SiO2 64.65 70.76
15 P205 1.13 0.95
16 SO3 0.15 0.10
19 K20 5.30
20 CaO 1.72
22 TiO2 0.5･0
25 MnO 0.07
26 Fe203 7.09
37 Rb20 0.04
38 SrO 0.02
40 ZrO2 0.04

4
1
5
6
8
3
2
3

4
5
4
0
7
0
0
0

4
1
0
0
3
0
0
0

第 5表 蛍光X線分析結果
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第4節 中世の遺構 と遺物

1 掘立柱建物跡

赤坂遺跡では19棟の輯立柱建物跡を検出した｡こ

れらは調査区北側の平坦面に集中してお り､周構墓

のある丘陵や町道から南側では全く検出していない｡

1号掘立柱建物跡 (sBl)(第27図)

調査区の北部東端で検出され､主軸は北から380

東に振る｡SB2及びSB5と切 り合 うO

染行 1間 (4.2m)､桁行 4間 (9.0m)であるC

出土遺物はない｡

2号掘立柱建物跡 (SB2)(第27図)

調査区の北部東側で検出され､主軸は北から100

西に振る｡SBl､SB4､SB6と切 り合 う｡

梁行 1間 (4.2m)､桁行 3間 (6.6m)の二面庇

建物である｡桁行は4本の柱のそれぞれ中央の 2本

間の距離が短く両端側は長い｡出土遺物はない｡

3号掘立柱建物跡 (SB3)(第30図)

調査区の中央からやや南で検出され､主軸は真北

を指す南北棟である｡SA16と切り合 うoSBllの

染行とSB3の桁行がほぼ重なっており､あたかも

2棟がL字形に連結 して建造されたような配置であ

る｡

梁行 1間 (3.9m)､桁行 2間 (8.3m)である｡

5基のうち3基の柱穴からは根固めの石 ?が出土 し

た｡造物はSB3区画内で弥生土鮪3点と砥石 1点

が出土 しているが､いずれも区画内というだけであ

り追捕 とは直接結びつかないものと思われる｡

4号掘立柱建物跡 (SB4)(第28図)

SB2の東半分と切 り合 うが､SB4は東西に主

軸をもつ.

梁行 1間 (3.8m)､桁行 2間 (5.8m)である｡

出土遣物はない｡

5号掘立柱建物跡 (sB5)(第28厘】)

調査区の北部､丘陵へ上る地形の変わり目に､東

西方向を主軸に検出し､SB19と切 り合 う｡

梁行 1間 (3.4m)､桁行 5間 (8.9m)である.

南西から東に2つめの柱穴 (P5)でSB3同様根

固めの石 ?が出土した｡遺物は出土していない｡

6号掘立柱建物跡 (sB6)(第29図)

sBl,SB2に重なるようにやや南側で検出さ

れたC主軸はほぼ南北をとる｡

梁行 1間 (3.4m)､桁行 3間 (5.3m)である.

柱穴は北東角の 1基 (p6)に根固めの石 ?が入っ

ていた｡出土造物はない｡

7号掘立柱建物跡 (SB7)(第29図)

調査区の北寄りやや東側で検出され､主軸はほぼ

南北をとるO切 り合いはないo

梁行 1間 (2.9m)､桁行 2間 (3.0m)である.

出土造物はない.

8号掘立柱建物跡 (SBB)(第29図)

sB7の南側で検出され､主軸は北から50東に

振るO南東角の柱穴2基がSA9を切るO

梁行 1間 (3.4m)､桁行 3間 (5.5m)であるC

出土造物はない0

9号掘立柱建物跡 (sB9)(第30図)

調査区のほぼ中央で検出され､主軸は北から80

酉に振る｡切 り合いはないが､南西角の柱穴がない｡

梁行 1間 (2.6m)､桁行 3間 (5.3m)であるC

出土造物はない｡

10号掘立柱建物跡 (SBIO)(第30図)

sB3の北東角で検出され､主軸はSI33とほぼ

同じ南北をとる｡切 り合いはないO

梁行 1間 (3.6m)､桁行 3間 (6.5m)であるC

柱穴は20cnl程度の深さしかない｡出土遺物はない.
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11号掘立柱建物跡 (sBll)(第30図)

SB3と隣接するように検出されたが､主軸はほ

ぼ東西をとる東西棟である｡切 り合いはない｡

梁行 1問 (4.0m)､桁行 3間 (6.9m)である.

柱穴はS】∃3に比して0,3m程度深めの掘方であるO

出土造物はない.

12号掘立柱建物跡 (sBl2)(第31闇)

調査区のやや南側中央で検出され､主軸は北から

東に200振る.切 り合いはないo

梁行 1間 (2.8m)､桁行2問 (4.0m)であるC

柱穴は北西角 (P7)に根固めの石 ?が入り､南西

角は検出しなかった｡その他の出土造物はない｡

13号掘立柱建物跡 (SB13)(第31図)

調査区の西側で検出され､主軸はほぼ南北をとる｡

SElと南西角で切 り合 う｡

梁行 1間 (2.8m)､桁行 2間 (4.8m)である｡

出土造物はない0

14号掘立柱建物跡 (sB14)(第31匿】)

調査区の酉端部でSElを跨ぐ格好で検出された｡

北東端の柱穴がやや内側ILに入 り込む不整形であるO

梁行 1間 (2.9m)､桁行 1間 (3.6m)である0

15号掘立柱建物跡 (sB15)(第32図)

調査区の西端部で検出され､主軸は北から420西

に振る｡切り合いはSElのみであるが､周辺には

柱穴が密集 している｡

梁行 1間 (2.9m)､桁行 4聞 く6.0m)で､南東

角で歪んで狭くなる｡出土造物はない｡

16号掘立柱建物跡 (SB16)(第32図)

調査区のほぼ中央､sB9北側で検出され､主軸

は北から209東に振るO切 り合いはない｡

梁行 1間 (2.6m)､桁行 2間 (2.8m)であるC

柱穴は東側の中央の 1本を検出していない｡出土遺

物はない｡

17号掘立柱建物跡 (sB17)(第32厘】)

調査区中央の東端で検出され､主軸は北から100

東に振る｡切 り合いはない｡

梁行 1間 (3.4m)､桁行 3間 (5.5m)だが､桂

穴間の距離はまちまちであるO四隅は揃っているO

出土造物はない0

18号掘立柱建物跡 (sB18)(第33図)

調査区のやや南側中央部で検出され､主軸はほぼ

南北をとる｡切 り合いは柱穴の他にない｡

梁行 1間 (4.1m)､桁行 4間 (8.7m)である.

染行はほぼ等距離を保つが､桁行は柱穴間が不安定

である｡出土造物はない｡

19号掘立柱建物跡 (SB19)(第33図)

調査区の北部中央で検出され､主軸は北から400

東に振るo主軸方向はSBlとほぼ平行であり､S

B5と切 り合 う.

梁行 2間 (3.8m)､桁行 5間 (10.1m)の大規

模な建物跡である｡柱穴は梁行 ･桁行ともほぼ等距

離を保つ｡出土造物はない｡

2 溝状遺構 (第26図)

赤坂遺跡では4条の構状遺構を検出したO

調査区中央部を西側に回り込んで長く延びる1号

溝状遺構 (SEl)､SElから短く北東に突き出

る2号構状遺構 (SE2)､同じく東に短く突き出

る3号情状退:構 (SE3)､調査区の北部SAIOの

北側をレベルラインに沿って斜めに横切る4号価状

遺構 (SE4)の4条である｡

これらの沖打犬遺構は､幅1m～2.5m､深さは0.1

m～0.2mを測る｡特にSElは全長100mに及ぶ

非常に長い遺構である｡

検出面から床面までがわずか10cm程度であること

から､遺構プランのみならず埋土や遺物の残存状況

も良くないD埋土からは須恵器 (312･313)及び鉄

棒が散漫な状憶で出土したC
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第 5節 その他の遺構 ･遺物

1 土坑

赤坂遺跡では土坑と思われるプランを24基検出し

たが､精査及び掘削の結果､そのほとんどが時期不

明の土坑もしくは近現代の撹乱及び樹痕であったB

そのうち3基については形状等から土坑と推定され

る｡

1号土坑 (scl)(第34･62図 ･図版23)

調査区の北部西端で検出した｡SClの西側は急

斜面となっている｡プランは東西に長軸をとる楕円

形で2.3×1.9mを測り､検出面からの深さは0.5m

である｡埋土は2層に分けられるが､2屑からの出

土造物はなく､258-262の土着削まいずれも1層から

の出土であるO遺物は流れ込みによるものと考えら

れる｡260は線刻が施される0

2号土坑 (sc2)(第20図)

調査区のほぼ中央部､SA16の蘭辺に按するよう

に検出した｡わずかにSA16を切る｡長さ1.8mX

幅1.1mを測り､検出面から床面までの深さは0.3

mである｡遺物は出土していない｡

3号土坑 (sc3)(第34区け

調査区の北端､SMlの東側で検出した.本追跡

検出の遺構で最も深い深度を測る｡長軸1.6mX

幅1.2mを測り､検出面から床面までの深さは0.7

mである｡造物は出土していない｡

2 石器 (第71図 ･図版24)

ナイフ形石器 (376･377)

2点出土した｡376はホルンフェルス製であるC

SA22の埋土上部から出土した｡丘陵頂部の周構墓

に近い箇所からの出土であること､SA22は周満墓

に切られていること等から､周構墓築造時の混入で

ある可能性を指摘できる｡377も同じくホルンフェ

ルス製であるが､出土位置は情状遺構 (SEl)哩

土からである｡SElは流路として利用されていた

と考えられ､須恵器 ･鉄棒の他､弥生土器片､砥石

等も混入している｡このナイフ形石器も流路への混

入によるものと思われる｡

石匙 (378)

1点出土した｡遺構精査前の調査区踏査の際に表

採したものである｡出土地点はB区 (町道より北側

の区域)とだけ記録しており､詳細な地点は不明で

ある｡赤坂遺跡から出土した石匙はこの1点のみで

姫島産黒曜石製であるO

打製石鎚 (379-384)

6点出土した｡379は姫島産黒曜石製でSAllの

埋土上部から出土した｡380はチャー ト製で､C区

(調査区に隣接する路線上)表採資料である｡381も

チャート製で､基部の挟りが明瞭である｡ 113グリッ

ドの表土中から出土した0382は姫島産黒曜石製で

SA20埋土上部から出土した｡383はホルンフェル

ス製でB区表採資料である｡384は姫島産黒曜石製

でSA12埋土上部から出土した｡

石核 ･剥片 (385-389･図版なし)

第507トレンチから出土した｡本遺跡において唯

-となる石核と剥片の接合資料で､石材は尾鈴山酸

性岩頬である｡

磨石 (390･391､追捕外出土 ･図版なし)

2点出土した｡390は第504トレンチから出土して

おり､SA8に伴う造物である可能性がある｡尾鈴

山酸性岩瓶製である｡391は第522トレンチ出土で砂

岩製である｡同じくSA8に伴 う可能性がある｡

石庖丁 (392､遺構外出土 ･図版なし)

1点出土した｡第52トレンチⅢ層からの出土であ

る｡第52トレンチはSA15･SA16付近に設定した

トレンチであり竪穴住居跡に伴 う遺物の可能性があ

る｡ホルンフェルス製である｡
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火打ち石 (393)

SL3埋土上部から1点出土した｡SL3は埋土

上部から床面にかけて弥生土器が多数出土した遺構

であるが､一方で桑栽培による供乱も受けており､

後世の位乱による混入と考えられる0

3 縄文土器 (第71図)

3点出土した｡394はSA6哩土から出土した探

鉢のロ縁部である｡貝殻条痕文を施し､外面内面と

もナデにより調整している｡395も同じくSA6.LJj

土の探鉢胴部である｡外面にはし辛状に連続刺英文

を施している｡外面はナデ調整を施すが内面は風化

が著しく不明である｡396はSA22埋土上部からの

出土の口縁部である｡外面には縦方向に､内面には

斜め方向にミミズバレのような細い突帯を施す｡

本追跡から出土した縄文土着削ま以上3点のみであ

るが､そのいずれも調査区北端の丘陵に立地する竪

穴住居跡の埋土からの出土である｡丘陵部に立地す

るため､平地の遺構に比べて流れ込みの可能性が高

く､あるいは周粍蓋の築造や周堤土の崩壊が原因と

なって混入したと考えるのが妥当である｡

4 須恵器 (第71図､遺構外出土)

6点出土したうち2点を図化した｡397､398とも

確認 トレンチからの出土である.397は第57トレン

チ出土の東播系須恵器担鉢の口綾部である｡398は

第504トレンチ出土の同じく東播系須恵器軽鉢の口

綾部であるC

先述のとおり､須恵暑削まトレンチ出土の他SE1

埋土からも内面に格子状のタタキ目が見られる小片

が出土している (312)｡

5 陶磁器 (第71図 ･図版24)

5点出土した｡399は備前摺鉢の口綾部で､口唇

部に凹みを有する｡400は白磁椀のロ綾部である.

401-403は近世の決め付け椀である｡

第26図 中世及びその他の遺構分布図 (S-1/1.500)
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第27図 SBl･SB2実測図 (S- 1/100)
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